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議 事 日 程  （第４号） 

 

平成29年３月７日（火）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．11番 荻野 利明 

                   ２．３番 土屋 和幸 

                   ３．15番 牧野 考二 

                   ４．10番 竹内 祐子 

                   ５．14番 馬場  衛 
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○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（二橋益良） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日、撮影を許可した者には許可証を交付してお

りますので、御報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き一般質問を行います。本日の質問

順序は、受付順により、１番、荻野利明君、２番、

土屋和幸君、３番、牧野考二君、４番、竹内祐子さ

ん、５番、馬場 衛君と決定いたしました。 

 初めに、11番 荻野利明君の発言を許します。そ

れでは11番 荻野利明君。 

  〔11番 荻野利明登壇〕 

○11番（荻野利明） 11番 荻野利明。私は日本共

産党を代表して、一般質問を行います。 

 質問は２点です。１点目は影山市長の選挙公約に

ついて、２点目は市民会館取り壊し後の跡地利用に

ついてということで質問させていただきます。 

 まず１点目、影山市長の選挙公約について。 

 質問しようとする背景や経緯。影山市長は昨年11

月の市長選挙において、「次の時代へ全力投球!」

「影山剛士は必ずやります」、こういって市民にバ

ラ色の公約を約束し、当選をしました。私としても、

こうした公約を一つでも実現していただくために、

応援する立場から質問をさせていただきます。 

 質問の目的。市長の公約に市民も期待をしている

と思います。こうした市民の期待に一日も早く応え

ていただくために質問をいたします。 

 質問事項。まず１点目ですけども、中学生までこ

ども医療費を無料にします。高校生も医療費を助成

します。こう、公約をしています。来年度予算にお

いて小・中学生の完全無料化する予算計上があり、

高く評価をするものです。同時に、高校生について

も無料化すべきと考えますが、市長の考えはいかが

でしょうか。財政上の問題もありますが、いつまで

に実現する考えか。子供の貧困化が広がる中、子供

が医療にかかれないというようなことがないように

していただきたいと思います。それではお願いしま

す。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。市

長。登壇してお願いします。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。応援

するお立場からということで、本当に心強く感じて

おります。どうもありがとうございます。 

 市長就任して、ちょうど３カ月がたちますけれど

も、私が掲げた公約の中で、少しでも早くできるこ

とからということで、今実現に向けて一歩一歩踏み

出し始めたところでございます。 

 今、荻野議員からも御指摘をいただいたとおり、

中学生までの医療費の無料化につきまして、平成29

年度の予算ということで計上させていただいており

ますので、ぜひ議員の皆様の御理解をいただけたら

というふうに思っておるところでございます。 

 また、今御質問をいただきました高校生までの医

療費の無料化ということですけれども、現在、担当

の部署等々にも先進自治体の事例等について調査・

研究するように、また必要になる財源であるとか、

事業費ですね、について調査・研究するよう、試算

等の指示を出して、お願いをしているところであり

ます。 

 いつから実施できるかにつきましては、これも議

員の御指摘にあったとおり、財政状況、財源等を見

据えながらですけれども、できるだけ早期に実施に

向けて調査・研究から検討を深めてまいりたいと思

っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） 答弁ありがとうございます。

市長、もう少しゆっくりしゃべってくれますか。頭

の回転が鈍いもんで、なかなか追いついていけませ

んので、お願いします。 

 影山市長、選挙にこういったものをまかれて、い

ろんなことを公約してる。本当に市民から見ればバ

ラ色に見えるようなね。もちろん私も市民の皆さん

も、こうした公約がすぐできるなんていうふうには
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考えていないと思いますし、言ったって、ちょっと

無理じゃないか。例えば人口をふやすといっても簡

単なことではないし、なかなかできないと思います。

しかし、今言った中学生の医療費の無料化、要はお

金だけの問題くらいだと思うんですね。そういった

意味ではこうしたいろんな公約の中から一番私はや

りやすい、実現しやすい公約だと思います。ですか

らぜひ、この点についても、今、高校まで無料化し

てるという自治体というのは、そうはないんですね。

そうした意味でも、本当に湖西市が住みやすいまち

になる、幸福度日本一のまち、こうしたことを積み

重ねていって、ぜひこの影山市長の公約というもの

を一つ一つ実現していっていただきたいというふう

に思います。ぜひ努力して、高校生までの医療費の

無料化というものを進めていっていただきたいと思

います。 

 では２点目。２点目は、給食費やインフルエンザ

などの予防接種を助成しますと公約しています。給

食費について、憲法26条は「義務教育はこれを無償

とする」としています。現在、全額補助している自

治体は55市町村、一部負担が362市町村となってい

ます。半額補助や多子世帯の補助、産地食材使用の

補助など、給食費の保護者負担を部分的に補助する

市町村も広がっています。子供の貧困問題や人口の

流出を防ぐためにも必要と考えます。影山市長が掲

げる幸福度日本一のまち、この具体化にもなるとい

うふうに思います。市長の具体的な考えを伺わせて

ください。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、荻野議員からも御指摘のあったとおり、憲法

の第26条で義務教育はこれを無償とするという規定

はおっしゃるとおりでございます。一方で、学校給

食法の第11条におきまして、学校給食に要する経費

については保護者の負担とするというような規定も

ございまして、これを根拠として今現時点での給食

費は保護者というか、御家庭で御負担をいただいて

るというのが現状であります。 

 これも御指摘にありましたとおり、現在、子育て

世帯への支援を目的としまして、給食費の無償化を

実施している自治体は全国で55の自治体があるとい

うのも、これは御指摘のとおりだというふうに私も

認識をしております。 

 給食費の無料化に関しましては、メリット、デメ

リット、それぞれあるというふうにいろんなお声を

頂戴してまして、例えば給食費の滞納ですね。それ

に伴って集金担当者、学校側であるとか先生である

とかという負担が解消されるであるとか、貧困世帯

の負担軽減、これも議員御指摘があったかと思いま

すけれども、そういった賛成意見がある一方で、逆

にやはり財政が、自治体財政が圧迫をされるという

ことで、給食の質の低下等々にも不安があるという

お声ですとか、給食以外にも例えば学校の授業であ

るとか、学校のトイレ、そういったハード設備もや

はり湖西市内で整備を要しているところ、たくさん

ありますので、そういった向上に使うべきだという

ような御意見いただいておると。やはり賛否両論あ

るということも承知をしております。 

 湖西市におきまして、給食費の現時点での総額が、

小学校では年間で約１億6,500万円で、中学校では

約１億円ということで、小学校、中学校合わせると

約２億6,500万円が財源として、今、市としての自

治体の財政として負担をしているということになり

ます。そういった現状を踏まえて、無償化の実施に

つきまして、やはりこれから毎年毎年実施していく

ことになりますので、実施するに当たりましては事

業費が今申し上げたような予算が必要になってきま

すので、やはり財政的にも今の湖西市の現状を見れ

ば、仮に実施をするとすれば、ほかの事業を廃止し

た上でというような、ほかの事業とのスクラップア

ンドビルドということは必要であろうというふうに

考えております。 

 繰り返しになりますけれども、議員がおっしゃっ

た給食費の無償化、これは私も同じ考えですけれど

も、子供の貧困問題であるですとか、人口の流出、

人口減少を歯どめをかけるというためには極めて有

効な施策の一つだというふうに考えておりますので、

まずはそういった、これも先行している自治体です

とか、55、もっと検討されてる自治体も含めればも

う少し数がふえるのかなというふうに思いますけれ
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ども、そういった事例を調査・研究しながら、市の

財政事情、あとはどういった事業をスクラップアン

ドビルドで新たな施策を始めるために、過去の施策、

現状の施策の中で見直しがどういったことが必要に

なるのかということを考えていきたいと思ってます。 

 私自身も子育て世代で、給食費に関しましては、

自分自身もこういった給食費で結構負担に感じたこ

と、自分の二人の子供の中で思って、それは財政的

にもという何か、保護者的な負担もそうなんですけ

れども、例えば学校の専用通帳をつくったりですと

か、そこでの引き落とし、毎年そこのために振り込

むというかですね、そこのためにお金を用意すると

いった手続も含めたいろんなトータルコストがかか

ったというような現実も実感してますので、そうい

ったことも含めて検討が必要かなというふうに思っ

ております。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） 今、学校給食法のこと言われ

たんですけども、やはりその法律よりは憲法26条の

ほうが上位にあるわけですから、そういった意味で

は親が負担するとなっているとはいっても、憲法の

ほうは無償だといってるわけですから、私は上位に

あると思うんですね、この無償化ということが。 

 それと、先ほども言いましたけども、いろんな補

助の仕方というのがあると思うんですね。多子世帯

の子供、３人おれば３人目だけは補助しましょうと。

そういう本当に子供の貧困という問題もありますの

で、ぜひできるところからでいいもんですから、こ

の中では市長はやると言ってるんですから。すぐに

やれとは言いませんけども、できるところからやっ

ていっていただきたいなというふうに思います。は

い、２点目は結構です。 

 ３点目。産婦人科医師の早期確保を目指します。

こう、公約しています。市民の中にも市内に子供の

産める病院が欲しいという声が多く聞かれます。若

い人たちにとっては切実な願いです。今までもさま

ざまな取り組みがなされてきましたが、いまだに実

現をしていません。早期確保を目指しますという市

長の具体的な考えを伺いたいと思います。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これも議員御指摘の選挙公約というか、私の所信

表明、施政方針等々で掲げた方針からの御質問をい

ただいてるというふうに思ってますけれども、湖西

病院への産婦人科医師、まずは湖西病院へというこ

とで今増員につきまして、例えば分娩の取り扱い病

院の集約化や大規模化を推進するというような方針、

日本産婦人科学会の方針もありまして、これまで実

現には至ってないという現状も承知をしております。 

 私もただ湖西市内に産婦人科が欲しいというよう

なお声、市民の方々からの御要望、自分自身の同世

代もちょうど結婚であったり出産であったりという

ような同世代であることもありまして、そういった

要望、お声が強いということも承知をしております

ので、先日も何度か浜松医科大学に産婦人科の御担

当の方へも伺いまして、産婦人科のお医者さんの招

聘というか、派遣をお願いしてきたところでござい

ます。 

 また、産婦人科の医院の誘致への助成、補助金と

いう形での助成事業につきましても、現時点でも継

続して募集をしているところでありますけれども、

これも御案内のとおり誘致には現時点で至ってない

というのが現状です。 

 ただ、これもこの前浜松医科大学のほうでアドバ

イスをいただいてきて、例えば関係した周産期医療

学会みたいなところ、学会への出展、ブースを出展

して、湖西市で産婦人科のお医者さんを募集してま

すというようなところは、効果があるのではないか

というようなアドバイスもいただいてきましたので、

そういった関係機関と連携を図りながら、さまざま

なこういった今湖西市で募集してるというような現

状であるとか、今の助成制度も含めた周知に努めて、

やはり産婦人科のお医者さん、これは湖西病院であ

っても独立した開業医であっても、湖西市に産婦人

科、分娩する施設が欲しいというお声にはお応えで

きると思ってますので、いずれにしても産婦人科の

お医者さんを湖西市内に来ていただくということに

向けて、さまざまな方面から働きかけというか、実

現に向けた施策を行っていきたいというふうに考え

ております。以上です。 
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○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） この問題、大病院へ集約化し

ているということで、病院の事務長もこの間言って

ましたけども、実際問題、余り市民に期待を持たせ

るというか、しないほうがいいんではないかと。ち

ょっとね、この間話伺ったんですけども、なかなか

簡単ではない。今までも三上市長も医大のほうへお

願いしたり、こういう募集もしたりしたけども、で

きなかった。やはり、私はもう集約化してるときに、

湖西病院へ来てくれといってもなかなか来れないん

じゃないかと。そういった意味で、余りやるやる言

って期待を持たせるというのもちょっと酷だし、本

当は私だって欲しいですよ。子供産める場所という

のは絶対必要ですから。そういった意味で、ちょっ

と期待させ過ぎても酷じゃないかなという感じは、

もう前からしています、本当に。その意味で結構期

待を持たせないように、しかし全力を挙げて、誘致

を勝ちとっていただきたいなというふうに思います

ので。 

 いや、実際ね、市長、本当にこの間話伺ってね、

無理だな、今この湖西地域、あるいは湖西病院に、

産婦人科医を呼ぶというのは。そういう感じがした

もんですからね。幾らいろんな人がこういう分娩で

きる病院が欲しいと言っても、実際には無理じゃな

いかなと、私は今そう思ってますけどもね。考える

というよりは思ってますけども。ぜひ、あって困る

ことはないわけですから、ぜひ、誘致でも、呼んで

きてもいいし、何でもいいですからやっていただき

たいなということをお願いをしておきます。 

 それでは４点目。防災対策として、命山、防潮堤、

避難タワーなど、防災施設を整備し、地震・津波な

どの対策を十分に行います。こう、公約しています。

命山や避難タワーについては進んでいますが、防潮

堤については全く手つかずと言っていい状態です。

この間の我々が開いた議会報告会でも「浜松のよう

な防潮堤をつくってほしい。そうすればベイリーフ

など家が建ち、人口もふえてくる」こういう声が出

されていました。 

 市長の防潮堤建設に向けた具体的なお考えを伺い

たいと思います。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、議員も御指摘いただきました防災対策。当然、

きのうも議論で、過去にももちろん議論されてます

けれども、やはり命を守る、市民の皆様の命を守る

ということは、本当に最優先で臨まなければいけな

いというふうにもずっと認識をしているところです

し、今議員も御指摘いただいた命山、防潮堤、避難

タワーというふうに、防災施設の整備ということは

掲げさせていただいてますし、まずは現時点で、命

を守るためのということで、津波避難施設の空白域

を解消するというところで、命山であるとか、避難

タワー、避難デッキというか、そういったものを整

備を優先させていただいているところです。 

 その次の段階として、やはり防潮堤の建設、これ

は今御指摘ありました浜松市であるとか、もっと東

のほうの磐田、袋井のほうでも、それは今現実とし

て湖西市よりも先行されているような自治体もある

わけです。ですので、防潮堤の建設につきまして、

これはもちろん市議会の皆さんであるとか、市民の

皆さんの御理解を得てでのことだとは思っておりま

すけれども、例えば防潮堤についてどういった内容

というか中身ですね。どういったものをつくるのか、

期間をどれくらいかけるのか。当然、膨大なこれも

財源が必要となってきますので、そういった中身や

期間、財源を含めた中長期のビジョンをお示しした

上で、そしてどういったものをつくるのかというこ

とを御理解いただいて進めていきたいというふうに

思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） 防潮堤、何と言っても財源が

簡単にできるわけじゃないわけですから、非常に難

しいということはわかってます。 

 この市長のチラシの中に、豊富な行財政経験、国

とのパイプを最大限に生かし、財源を確保して、豊

かな湖西市をつくります。まさに国とのパイプです

よ、こういうのは。国からやはり市長はパイプがあ

るようですので、ぜひこうしたとこからも財源とい

うのを確保していただきたいなというふうに思いま

す。以上で１点目を終わります。 
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 それでは２点目、市民会館取り壊し後の跡地利用

について。 

 質問しようとする背景や経緯。来年度、取り壊し

が決定している市民会館の跡地利用について、平成

28年６月定例会の一般質問で、「原則として借地は

地主に返還し、市有地は不足している健康福祉セン

ターや市役所庁舎の駐車場として当面使用していき

たい」という答弁でありました。その後、この方針

が変わったことを新聞報道で知ったことから、その

経緯を事実確認したい。 

 質問の目的。市民の関心が高い施設のため、再度

確認をするためです。 

 まず質問の１点目。湖西警察署の移転候補地とし

て、いつ、市民会館跡地が決まったのか。また市民

に対して、決まるまで何の話もなかったわけです。

また、我々議員に対しては口どめをされた。何でこ

ういうする必要があるのか。その辺をお願いします。

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、議員も御指摘ありました湖西警察署につきま

しては、今の現時点で、津波の浸水想定区域の中に

あるということと同時に、もう建物自体も老朽化で

あるとか狭隘化が著しいということで、静岡の県警

本部におきまして移転先の選定作業、どこに移転す

るかということを作業を進めているということを聞

いておりました。 

 先般、静岡県警の県警本部のほうから湖西市民会

館の跡地をその移転先の第一候補というふうに、候

補地としたいという旨の連絡を受けたところであり

ますけれども、県警本部のほうでいつ決定したのか

ですとか、どのような経緯で決定したかということ

は存じませんし、そこを私が申し上げるような立場

にもありませんけれども、湖西市として、今申し上

げたような連絡を受けたのは２月６日であったとい

うふうに聞いております。 

 市民会館の跡地をしたいということですけれども、

市民会館の跡地の候補地としては、例えば各種の法

令、都市計画法であったりとか、道路・河川法のよ

うな、そういった各種の法令との適合性だとか、立

地条件、そういったいろんなさまざまな条件下での

選択であっただろうというふうに推察はしておりま

すので、そういった各種法令の適合性や立地からも

適地というふうに判断をしているところでございま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） 私、湖西警察署がどこへ引っ

越そうがそれはいいんですよ。それは県警が決める

ことですからね。我々がどうこう言う問題ではあり

ませんけども、ただ、この問題で今まで市民に対し

て全く説明がなかった。我々議員には、よそ行って

しゃべらんでくれと、口どめもしたわけですね。何

でそういうやり方をするのかということなんですよ。

これ、市長よりもほかの人がいいかもしれませんけ

どね。三上市長の時代のことですから。何でそうい

うことをやるんですか。どなたか答えていただけま

すか。副市長ですか。その辺、教えてください。 

○議長（二橋益良） 副市長。 

○副市長（丸谷由行） 今、荻野議員のおっしゃっ

たことについて、私は承知しておりません。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） では誰かわかる人、答えてく

ださい。誰でもいいですよ。だって、全協のときに

我々に説明があって、それでそのときに口どめもし

たじゃないですか。それを知らないということはな

いでしょう、今になって。そういう市民に黙った形

でこういうことが決められていくというのはおかし

くありませんか、どう見たって。 

○議長（二橋益良） 副市長。 

○副市長（丸谷由行） 済みません、しばし休憩を

お願いします。 

○議長（二橋益良） 暫時休憩といたします。 

午前10時29分 休憩 

───────────────── 

午前10時31分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 ちょっと調整のために、ここで暫時休憩とさせて

いただきます。再開は予定時刻10時45分といたしま

す。 
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午前10時31分 休憩 

───────────────── 

午前10時50分 再開 

○議長（二橋益良） ちょっと休憩中ではございま

すが、ちょっと５分ほど過ぎましたけども、ただい

まから開催させていただきます。よろしくお願いし

ます。 

 それでは休憩を解いて会議を再開いたします。 

 初めに市長から発言を求められております。はい、

どうぞ。 

○市長（影山剛士） 済みません。先ほどの荻野議

員のお話の中で、過去の全協におきまして内密にと

いうようなお話があったというふうに御発言ござい

ましたけれども、それは改めてこちらのほうからも

そういった発言に関しましては、市側というか、行

政側のほうから取り消しをさせていただいておりま

すので、そこは御理解いただければというふうに思

っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） 今の話なんですけどね、この

辺で聞いたら一度も取り消しなんかされてないと、

議員の皆さんが言ってますよ。私も記憶ありません

けどもね。まあその辺はいいですよ。 

  〔不規則発言あり〕 

○議長（二橋益良） それでは暫時休憩といたしま

して、ちょっと議員懇談会を開催します。 

 直ちに55分に集合してください。第１委員会室。

議員懇談会を開催いたします。 

午前10時51分 休憩 

───────────────── 

午前11時30分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて会議を

再開いたします。 

 初めに荻野利明君から発言の申し出がございまし

たので、よろしくお願いします。はい、どうぞ。 

○11番（荻野利明） 私が先ほど口どめをしたとい

う言葉は、不本意でありますけども、撤回をさせて

いただきます。ただ全協の席で、ここから出さない

ようにということは言われたことは確かですので、

お願いをしたいと思います。 

 私、この１問目で言いたいのは、市の行政という

のは、市長のものでも、そこに座ってる幹部の皆さ

んのものでも、我々議会のものでもない。市民のも

のなんだということなんですね。ですから、この警

察署が移転という話も、もっともっと早く市民に知

らせるべきであったということだけを言っておきた

いと思います。 

 ２問目、いいですか。 

○議長（二橋益良） はい。 

○11番（荻野利明） ２点目ですけども、今、湖西

警察署が第一候補ということになっていますけども、

私は以前の全協のときも言いましたけども、まさに

ここへ消防署を移転させるべきだと、全協の席でも

言いましたけども、今でも思っています。やはり市

役所の横に消防署、一番いいんじゃないかと思うん

です。大きな災害時にしても、市長が消防に対して

すぐ命令できる。こういう一番いい立地にあると思

うんですね。何で、何でというのはおかしいかな、

消防署をここへ移転させるという考えはなかったの

か。お願いします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、議員御指摘ありました消防署、消防本部・消

防署本署というふうに捉えますと、ここにつきまし

ては消防本部も消防署の本署につきましても、耐震

性が低いということもありますので、建てかえの必

要性ということは認識をしているところでございま

す。 

 また、津波の浸水想定区域内に消防署の南分署も

立地をしています。これは議員も御案内だと思いま

すけれども、そちらについても今申し上げた津波の

関係もありますので、南分署との今統廃合を検討し

ているところであります。したがって、消防署の建

てかえ、消防署自体の建てかえも、その消防本部・

消防署本署とこの、まあ消防本部の移転と消防署の

南分署の統廃合といった両方を総合的に検討・考慮

した上で適地を探した上で、建てかえなり、統合し

て、そこに立地するということを今、適地の検討を

進めているというところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 
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○11番（荻野利明） 以前にもあそこの新居の焼却

場のところ、あそこは地盤がいいから、あそこは消

防署としていいんではないかという話も出たことあ

りますけども、それも含めて、やはり消防も移転し

なければならないということになっていますので、

私は役所の隣が一番いいと思っています。これは言

うだけでいいです、もう。 

 では３点目。３点目行きます。新聞では、湖西警

察署は津波浸水域にあり、以前から移転が検討され

ていたと、こう報道されています。県警は浸水域だ

からといって簡単に引っ越しできます。県の予算、

ついてくれれば。ところが、ここに住む向島地域の

皆さん、どこかへ引っ越そうといっても普通のうち

ですから、簡単には引っ越せれないわけです。この

点で、この向島地域の津波対策、具体的にどう考え

ているのかをお願いします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、議員おっしゃった向島地区、私も何度の足を

運ばしていただいてますし、その地域に限らず、や

はり津波浸水の想定区域内にお住まいの方々、これ

は本当に万が一のことが起こったときに備えて、今

度も３月11日にはやはり東日本の大震災の日という

こともあって、各地で避難訓練というか、防災訓練

が行われますけれども、やはり日ごろからそういっ

た命を守るというような対策を立てておくことが非

常に重要だと思ってます。 

 今御質問にありました向島地域ということで考え

ますと、やはりこれはほかの津波浸水想定区域内も

同じですけれども、今湖西市内でつくっている湖西

市の津波避難計画等々に基づいて、やはり津波の避

難ビル、これは多分各地域にもありますし、あの地

域であると企業の協力であるとか、新居町の商工会

さんに御協力をいただいたり、市としても補助をさ

せていただきながら、津波の避難ビルを設定をさせ

ていただいてるところですので、そういったところ

に避難いただく。そういった今度の３月11日もそう

ですけれども、防災避難訓練を重ねていく方策を地

域の皆様と、もちろん行政もできる限りの協力、一

体となって協働して進めてまいりたいというふうに

思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） ありがとうございます。その

今の答弁の中に、避難ビル、今いろんなとこにある

ようなんですけども、ところがこれ、公表されてな

いんですね。三上市長の時代は公表しないというこ

とになっていたと思うんですけども、これ、公表し

なきゃ、いざ津波というときに逃げようがないんで

すよね、どこ行っていいのか。その辺はどうですか

ね、公表する考えは。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今そこは議員御指摘のとおり、設定をしたとして

も地域の住民の方であるとか、もちろん一般の方も

ですけれども、一般の方が知り得ないことには、な

かなかそこは絵に描いた餅というか、実効性がない

ものでありますので、現時点ではですけれども、ハ

ザードマップのほうにも掲載はさせていただいて、

もちろんそこから地域の住民の方々であるとか、い

ざというときのために周知はもちろん日ごろから図

っていきたいと思っております。そういった避難所

であるとか、避難地、避難ビルですね、そういった

ものは積極的に設定した上で公表は続けていきたい

と思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） 地元の人だけでなくても、た

またまそこを通りかかった人、ビルのところに避難

ビルと書いてあれば、非常にすぐ逃げれるわけです

ね。そういったことも含めて検討していただきたい

というふうに思います。 

 では４点目。最後の質問ですけども、湖西警察署

が移転をしますと、現在、新居地域には交番はあり

ません。ですから、この湖西警察署が移転した場合、

防犯上問題が発生すると考えられます。このことに

ついて、県警とどんな話がされているのか。お願い

します。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 現在の湖西警察署ですね、先ほど来議員からの御

質問もありますけれども、やはり移転をされるとい
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うことであれば、当然その後に新居地域といいます

か、防犯機能、防犯の機能が低下しないような形で

の当然対策は必要であろうというふうに我々も思っ

ておりますし、やはり新居地域の治安といいますか、

防犯機能を維持するために、そちらは静岡県の県警

本部といいますか、そちらのほうでも何らかの方策

を考えていただく必要がありますし、実際にも考え

ていただいているというふうに聞いておりますので、

もちろん我々市の行政側としても、県警本部とも連

携を図って、市民の皆様の安全であるとか、安心で

あるとか、今までどおり防犯機能が新居の町内でも

維持されるようなことのためには、安全安心の確保

ということは図っていきたいというふうに思ってお

ります。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） ありがとうございました。以

上で一般質問を終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、11番 荻野利明君の

一般質問を終わります。 

 ここで、荻野利明議員への答弁について、市長よ

り訂正を求められておりますので許可いたします。

登壇してお願いします。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） 済みません。先ほどの荻野議

員からの御質問の中、給食費の点ですけれども、給

食費で今の時点で小学校が約１億6,500万円、中学

校で約１億円というふうに申し上げましたけれども、

これは現時点で給食費としてかかっている。決して

市が負担してるとかというものではなくて、御家庭

というか、保護者の方々からいただいている給食費

が実際に現実としてこういう額でございますという

趣旨で申し上げましたんで、誤解を招いたとすれば

申しわけございませんが、そういう趣旨で申し上げ

ましたので、修正をさせていただきます。よろしく

お願いいたします。申しわけございませんでした。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に、３番 土屋和幸君の発

言を許します。それでは３番 土屋和幸君。 

  〔３番 土屋和幸登壇〕 

○３番（土屋和幸） よろしくお願いします。 

 私は新居町駅から白須賀境宿に至るウオーキング

コースにおけるトイレの整備についてと、今回、ト

イレの話がよく出ますけれども、トイレは非常に大

事な話で、実際、人に話しするにはしにくいけども、

必要不可欠なもんだというふうに考えておりますの

で、お願いします。 

 新生湖西市において、影山市長は観光にも力を注

ぐという発言があり、私も大いに期待しているとこ

ろであります。そうした中で、ＪＲ新居町駅から白

須賀境宿にかけてのウオーキングコースには市内外

から大勢の人が訪れていただいております。しかし

ながら、この旧東海道には、この間の道のりが約10

キロあるにもかかわらず、年中使用できるトイレは

新居関所にしかありません。この不十分な状況をど

のように考えているか、お伺いしたいと思います。 

 湖西市をアピールするには、こうした積み重ねが

必要と感じるために質問をさせていただきます。 

 商工観光課は、コンビニの利用、おんやど、南部

構造改善センター等の利用を呼びかけているようで

すが、それで事足りるのかどうかお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。市

民経済部長。 

  〔市民経済部長 長田尚史登壇〕 

○市民経済部長（長田尚史） それではお答えいた

します。 

 湖西市の観光ガイドマップでは、ウオーキングコ

ースとして東海道五十三次のコースを御紹介してお

ります。このコース上では、新居の関所、おんやど

白須賀、二川宿本陣資料館の３つの施設に利用可能

なトイレがあることを記載しております。 

 旧東海道では、おおむね６キロごとに、時間にし

て90分ぐらいの間隔でトイレがある状況になってお

ります。これだけではやはり十分足りているとは言

えない状況ではありますが、それぞれの施設の間に

公園、コンビニ等がございますので、１時間のウオ

ーキングの間には利用可能なトイレとしては何とか

足りているのではと考えております。 

 ウオーキングを楽しむ利用者の皆さんには、これ

からもトイレを含めたコース周辺の適切な情報の発

信を行い、東海道ウオークを楽しんでいただけたら
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と考えておるところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） 今お答えの中で、コンビニが

ありますよという話と、公園があるというお話だっ

たんですけども、どこにあるかちょっと具体的に話

ししてください。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 具体的な場所でござ

いますが、まず公園のほうでありますが、大倉戸地

区に少しコースはずれて南側になるんですが、農村

公園という場所がございまして、そこにはきれいな

トイレが備えてございます。また、それから白須賀

宿を超えまして、県外になるかと思うんですが、二

川宿方面に向かう国道沿いにはコンビニエンススト

アが点在してるということで、コンビニがあるよと

いうことで情報紹介して、皆さんが困らないような

形では紹介したいというふうに考えております。以

上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） 今、大倉戸の農村公園という

お話だったんですけども、農村公園についても一里

山にありますコンビニについても、まあ一里山の場

合は愛知県ということになるわけですけども、いわ

ゆる市外から見えた方にそういう大倉戸の農村公園

が本当にわかるのか、パンフレットはみんな持って

るのかというのがあるので、そういったこともあり

ますし、一里山というのはおんやどからかなり離れ

ておるので、そういったところまで我慢をしてくれ

というふうに理解すればいいですか。ちょっと教え

てください。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 本当に利用者の皆さ

んには、事前にコースを歩く方をお聞きしますと、

事前にやはりコースを調べてこられる方というのが

結構多いというふうには状況は聞いてます。ですか

ら寄られると想定している新居の関所、またはおん

やどのほうでは、やはりここからトイレがどのくら

い離れてるよとか、そういう位置関係ですね、そち

らのほうを事前にお知らせしておけば、何とか利用

する皆さんには御迷惑かけないで済むんではないか

なというふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） 私がこういう質問するのは、

いわゆる市外から見えた方というのは、一度来れば

もう二度目はないので、苦情を言うということは普

通はない。二度、三度という方があれば別ですけど

も。何でこんな質問をするかというと、いわゆる軒

先とか畑でそういった用足しをするという方がいる

ので、そういった方に対する、いわゆる１回こっき

りのいっちゃった人はいいかもしれないし、そうい

う意味ではどうなんですかということと、いわゆる

特にああいうウオーカーというのは若い方もお見え

になるけども、高齢者の方とか女性の方がいるんだ

けど、そういう配慮がないなら、ないなら、いわゆ

るこういったところにないので余りにもＰＲはしな

いほうがいいのかなと、そんなふうに思うんですよ。 

 というのは、そういう本当に懲りた人は、もう二

度と来ませんのでね。トイレがないんだから。それ

でおんやどがありますよと言うけど、おんやどは休

館日もある。それと年末年始もやらない。そういう

ときはどういうふうに対応するというふうに、仮定

でいいですけどおっしゃってください。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 現在の状況ですと、

やはりそういうふうに日によっては少し利用できな

い施設があるというのは承知してますので、本当に

できるだけ、先ほども言いましたように、ホームペ

ージなり情報収集の折にはここにありますよという

ことで事前に利用できるような周知を図っていって、

御迷惑かけないようにしたいと考えております。以

上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） 今、ホームページとおっしゃ

ったけど、ないものは探しようがないと思うんです

よ。コンビニのは、愛知県のほうにある、遠くにあ

るあそこまで我慢しろというホームページでわかる

かもしれないけど、それをそういうふうに商工では

考えているということで理解すればいいですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 利用者の本当に状況
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を確認するということと、やはり地元のお話も、状

況を確認して、その上で調査をしていきたいという

ふうに考えてます。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） 今、部長のほうから、地元の

意向を確認し、また利用者のいわゆる動きみたいな

ものを実際に確認して、自分でみずから歩いていた

だくということが必要じゃないのかな。実際に女性

の方なんか本当に困りますよ。それで男の人だった

らいいかもしれないけども、女性の方の身にもなれ

ばどうすればいいのという。それで観光施設の管理

運営費の中には、市を訪れる観光客の利便性向上の

ため、市内各施設の維持管理のための経費でという

ことで、いろいろ手当をしてるじゃないですか、掃

除したり。そういった中でいわゆるあなたのほうで

よく地元の意向というものをよくお聞きになってい

ただくということをよろしくお願いをいたします。 

 では２番目行きます。 

 それで、今、話の中で地元の意向も聞くし、利用

者の意見も聞くという話なんですけども、こういっ

たものについて、今後の整備の予定はいかがなもの

でしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 先ほど答弁申しまし

たとおり、現在ではウオーキング、歩く観光客が利

用できるトイレについては、新居の関所と街道沿い

にある大倉戸農村公園、おんやど白須賀がございま

す。これらの施設を利用すれば、おおむね３キロご

とにトイレが配置されております。 

 現在の時点では単独の施設としてはトイレをすぐ

整備するという予定はございません。先ほども申し

ましたように、利用者の皆さんやコース沿いの地元

の状況をよく把握するようにしてまいりたいと考え

てます。その上で、観光客へのコースの周辺のトイ

レの情報を丁寧に発信するよう努めていきたいとい

うふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） ということは、トイレの設置

については何も考えていないという、現段階ではね。

そういうことですよね。そういうふうに理解します

けどもいいですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 本当に今現在のとこ

ろでは単独の施設としては考えてはおりません。先

ほども申しましたように、地元の状況、利用者の状

況をしっかりまず確認したいというふうに考えてお

ります。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） 地元の意向とか利用者の意向

というのは、そんなの簡単にわかりますよね。いわ

ゆる自治会とかそういった方に聞けば、そんな意向

とか、こういう一般質問が出る前に聞いておけばよ

かったじゃないですか。地元ではどう思ってるです

か。いや要らないですとか要るですかとか。ウオー

カーなんかでも、きょうみたいに暖かい日だったら

歩いてる人いるし、聞けばいい。それを今になって、

今ここで聞いて、あなた結論いつ出すですか。ちょ

っと言ってください。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） すぐに結論というわ

けにはまいりませんが、本当に地元の、先ほど言っ

た軒先をとか畑にという状況も具体的にはどのあた

りか、場所ももちろん、もし設置するならば場所と

いうことも考えますので、その辺の状況を集めてい

きたいというふうに考えてます。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） じゃあまた結論が出る９月か

そこらには、また再度質問をさせていただくという

ことで、改めてこれは。だけどここの場所には要ら

なかった、いわゆる要らないというのだって一つの

答えですから、いいですよ。地元でも要らないし、

歩く人も要らないっていう、そういう結論なら結論

でいいので、それが市の考え方というような考え方

で考えていきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（二橋益良） 市長、どうぞ。 

○市長（影山剛士） 今、部長からも答弁いただき

ましたけれども、私も白須賀の方々から、ちょうど

先週末も愛ＬＯＶＥウオーク白須賀もありましたし、

たくさんの方お越しいただきましたので、それ以外

でも日ごろから白須賀の方から具体的にこのトイレ
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のお話も、要望というか、なかなか街道沿いという

か、昔の街道沿いになくてというような、さっきの

軒先とか畑のお話などもお聞きを実際にしています。 

 もちろん整備すると、当然整備費用もあればラン

ニングコストというか、さっきの土屋議員もありま

したけど、管理もしなくてはいけないし、そういっ

たコストもかかりますけれども、やはり衛生面とか、

もちろん観光の振興であるとか、利用者の方々、も

ちろん地元の方々のそういったお話、これは大切に

していかなくてはいけないと思ってますので、場所

もそうですし、どういった機能の、運動公園のトイ

レということも非常に重要な問題ですし、やはりト

イレ、どこでも話題になってくるし、きのう申し上

げましたけど、やはりトイレが汚いとすごく悲しい

気分になりますし、そもそもトイレがないと、それ

はそのときの気持ちというのは物すごいせっぱ詰ま

った気持ちになりますので、そういった方々が湖西

市では、せっかくウオーキングとか観光に来てくだ

さったのに、そういったことが少しでも減るような

湖西市に、極力いい印象を持っていただけるような

形での整備を、地元の方々とも話しながら、場所と

か財源とか、そういったものをしっかりと検討して

いきたいというふうに思っています。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） 今、市長のほうから大変前向

きなお話をいただいたので、私のほうは以上で終わ

ります。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、３番 土屋和幸君の

一般質問を終わります。 

 それではここで、お昼の休憩といたします。再開

は午後１時といたします。 

午前11時58分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて、午前

に引き続き会議を再開いたします。 

 初めに、15番 牧野考二君の発言を許します。15

番 牧野考二君。 

  〔15番 牧野考二登壇〕 

○15番（牧野考二） 15番 牧野考二です。一般質

問をさせていただきます。 

 まず最初に、湖西運動公園の管理についてという

ことでお尋ねをいたします。平成28年度の運動公園

の管理について疑問を感じたため、質問を行いたい

と思います。 

 私は、平成26年６月議会において、一般質問で運

動公園の管理について質問したことがあります。教

育次長は記憶にあると思います。年２回委託して管

理をしているとの答弁で、管理簿については利用者

が気がついたことを記入するためであって、職員が

管理簿をつけていないとのことです。公園の中を見

て回って２年半過ぎた今現在、依然として以前と何

も変わってないのが現状です。管理事務所に職員が

何人もいても、公園内の見回りをしていないのです

か。最終的な管理は市の仕事であり、園内を巡回し、

管理簿をつけるべきではないか。 

 運動公園には年間４万5,000人の方が利用してお

ります。県内外からも多くの方が来られます。また、

毎日のようにジョギングや散歩に来られる方も多く、

春には花、新緑、秋には紅葉を楽しみ、公園に来て

おられます。ことしの１月に、たこ揚げ大会があり

ました。そのとき運動公園の中を回ってみました。

陸上競技場の西側の土手については、きれいに刈っ

てありましたが、野球場の周りの植え込みについて

は、植え込みの中に生えている草も一緒に刈ってあ

って、同じ高さで刈ってありました。つまり、植え

込みの中の草がとってないんです。また、草も刈っ

てないところもあります。これは公園の管理委託し

て完了後に市の職員が見てないということではない

でしょうか。 

 では質問の目的として、公園をきれいにしてほし

いということです。湖西市民はもとより、県外から

も試合等で湖西に来られる方に恥ずかしくありませ

んか。 

 質問の最初に行きます。 

 公園内の草刈り、樹木の管理、剪定など、現在、

１年に何回契約をしておりますか。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。教

育次長。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 
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○教育次長（落合 進） 牧野議員にお答えいたし

ます。 

 何回行うか、契約の内容ということですので、ま

ず芝生でございますけれども、機械の除草が３回、

薬剤除草が２回でございます。 

 次に高木でございますけれども、木の種類によっ

て違いますけれども、薬剤散布が１回から３回でご

ざいます。 

 次に低木につきましては、刈り込みが１回、抜き

取り除草が２回から３回でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君、よろしいですか。 

○15番（牧野考二） 今、抜き取り。一番最後。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） そうです。抜き取り除草

が２回から３回でございます。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ところで今、私が最初にお話

しした中で、次長、何かお感じになりませんか。私

が２年前に今言ったようにやりましたよね。その後

何にも変わってないんですよね。これについて、い

かがですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 確かに議員がおっしゃる

とおり26年に一般質問をされて、なるたけ目が届く

ように管理をしていきたいというふうにお答えしま

したけれども、せんだって議員とお話もしたときに

指摘されました箇所の除草がされてなかったという

のを私も現場確認しまして、確かに汚かったなとい

うふうに反省してございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 現場を見ていただいたという

ことですね。私、見たとおり、はっきり物を言った

つもりなんですね。だけども、今まで、私２年半に

言って、その後すぐ行かれましたか。多分行ってな

いんじゃないですか。それから、市の職員が回って

ますか、運動公園の中。いかがですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 26年、一般質問いただい

て、施設の状況のほうは私のほうでも確認させてい

ただいております。ただ、頻繁には行ってないとい

うのは正直なところです。それと、運動公園の事務

所の職員も、不定期ではございますけれども、１カ

月に一度は現場を確認して状況を上司に報告してる

というふうに聞いてございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 今、本当に１カ月に１回行き

ましたか。というのは、何で私が言うかって、１カ

月に１回周って草がどれだけ伸びますか。そこら辺

いいかげんに返事してはだめでしょう、次長。下か

ら草をとっておいて、植え込みの中の草が上へ出て

きますか、１カ月で。１カ月に１回見てたら、こん

なのすぐわかるはずですよ。いかがですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 済みません。私はスポー

ツ推進課のほうから１カ月に一遍は園内を監督して

るというふうに聞いてございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） その辺の管理をするのが次長

じゃないですか。違いますか。私同じようなこと言

ってますよ。次へ行きます。 

 29年度には指定管理者になります。契約はどのよ

うになりますか。 

○議長（二橋益良） ちょっと確認します。１の２

の質問ですか。 

○15番（牧野考二） １の２じゃない。１の１で、

１のままですけども、まだ続きをやらせてください。 

○議長（二橋益良） 関連質問ね。 

 それではよろしくお願いします。教育次長。 

○教育次長（落合 進） ４月からの指定管理につ

きましては、今までスポーツ推進課が先ほど言いま

した年間にこれだけの除草等をやってくれる中で指

定管理料を提起されて、指定管理のほう、管理者も

そのとおりで一応計画してますので、今現在の管理

状況と変わらないというふうに思ってございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 指定管理にしていただいて、

指定管理者がやっていただくと。その管理は最終的

な管理はどこがやるですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 
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○教育次長（落合 進） あくまで指定管理ですの

で、指定管理を管理するのはスポーツ推進課でござ

います。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 今のこと、ちゃんと覚えてお

いてくださいね。管理してなかったらどうなります

か、これで。今まで一緒じゃないですか、管理して

なかったら。違いますか。 

 ２年前に私が指摘して、何の進歩もないんですよ

ね。豆腐に鎹ですよ、次長。運動公園の上がってく

るとこ見てみてください。両側に植え込みあります

ね。その植え込みの上に20センチも草が生えてるの

に何も苦にならないですか。見たことありますか、

次長。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 御指摘のとおり、低木の

上に出ているのを確認しました。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） それで何にもしようとしなか

ったですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 一応、運動公園の職員に、

出てるから刈れという話はしました。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 何か変な話ですよね。刈れっ

て言ってやってなきゃ、何の意味もないじゃんね。

そうじゃないですか。 

 私は非常に残念に思います。もうちょっと言おう

かと思ったんですけど、言っても同じかな。次長は

それではこれから年に何回ぐらい運動公園行かれま

すか。忙しいで行く時間がないとは言い切れないと

思うんですね。そのぐらいに私は管理してほしいん

ですよ。先ほど言ったように、何人かの、４万

5,000人の人が来るんですよ。申しわけないですけ

ど、ああいう公園とかそういうとこに対して、運動

公園みたいなとこ、各地にありますよね。あんな草

まみれなとこありませんよ。だから私、２回も言っ

ておるんですよ。その辺いかがですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 議員のおっしゃるとおり

ですので、肝に銘じて今後管理していきたいと思い

ます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 例えば草を刈るにもお金が要

る。お金がないと、そういうようなことを言っても

だめなんですよ。やる気があるかないかなんですよ、

次長。今までの見てると。本当にやる気あるんです

か。周りから来た人が、県外から来た人が、何をこ

の公園はって、笑われますよ。最終的にはどこが笑

われると思いますか。湖西市が笑われ、市長が笑わ

れますよ。おわかりですか。その辺よく考えてくだ

さい。私もしっかり目を開いて、運動公園は見てい

きたいとこんなふうに思います。 

 次の質問いいですか。 

○議長（二橋益良） はい、どうぞ。 

○15番（牧野考二） ２問目に行きます。貸付金、

補助金、そして商工会との関連について。 

 数多くの企業訪問をして、情報収集をしてほしい。

企業との。 

○議長（二橋益良） ちょっと確認します。今、１

の１の中の関連質問だったと思いますけど。はい、

どうぞ。 

○15番（牧野考二） 済みません。さっきの１の２

のテニスコートの管理ですね。テニスコート、弓道

場の使用料をとって貸していると。日常の管理はど

のようになってるかということをお聞きします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 日常の管理は誰が行って

るかというお問いでよろしいですか。 

 テニスコート、弓道場に限らず、湖西運動公園の

管理につきましては、全てスポーツ推進課のほうで

行ってございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） それではお聞きします。せっ

かくスポーツ推進課でやっていただいてるんですか

ら。今、テニスコートが１のコートと６のコートあ

りますね、６まで。どういうふうに違うか御存じで

すか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 済みません。不勉強でわ
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かりません。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） それで管理してるってどうい

うことですか。 

 極端なこと言ったら、１のコートと６のコートと

どう違うか。見てないからそうじゃないですか。管

理してないじゃん。テニスコートと畑の違いですよ。

私の言いたいこと、わかりますか。６のコートなん

か砂だらけでボール弾みませんよ。そういう状態で

すよ。その状態でお金をとってるんですよ。心痛み

ませんか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） まことに申しわけないと

思ってございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 今後どのようにしていくおつ

もりとか、お答えください。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 実はせんだっての３月４

日の土曜日、午前９時から11時半の間、テニスの愛

好家が約30人集まってくれて、スポーツ推進課の職

員とテニスコートのどぶをすくい上げようというこ

とで、どぶさらいをやっていただいたということを

報告受けてございます。 

 今後、スポーツ推進課の職員だけでも手が足りな

いところがございますので、愛好家の方に声をかけ

ながら、コートのほうの管理を行っていきたいと考

えてございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） その点については、私も大賛

成なんですよ。同じテニスやる人間、私もテニスや

ります。テニスやる人間として、そういうものに手

をかすということに対して、何も抵抗ないんですよ。

今、テニスコートの中に草生えてるの、御存じです

よね、周りに。今枯れ草になってますよね。どこの

テニスコート行っても、テニスコートの中に草が生

えてるとこありません。いいですか。何でこれ、今

言われたように、周りから突き上げをくってどぶ掃

除をするんじゃなくて、こういうふうにしたいけど

ちょっと手をかしてもらえんかと何でスポーツ推進

課で言えないんですか。いかがですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 今回の行動もやってみて、

やはりいいことだということがスポーツ推進課のほ

うでわかったということで、今後続けていきたいと

いうふうに課長から報告をいただいております。以

上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） それからもう一つお尋ねいた

します。 

 テニスコートの管理ということを今スポ推でやっ

ておるということを言われましたね。ではコート自

身の管理をどのように指示しておられますか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 済みません。不勉強でわ

かりません。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 大丈夫ですか、それで。土の

コート、それで管理できますか。クレーコート、数

少ないんですよ。クレーコートの管理って大変なん

ですよ。それを何もわからんってどうするですか。

みんなどういう使い方してるか知ってますか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 済みません、私テニスや

らないもんですから、わかりません。済みません。

以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） いや、それは答弁にならんじ

ゃないですか。見てないってことじゃないですか。 

 私もはっきり言います。東は富士宮から西は名古

屋の鶴舞公園のテニスコートまでテニスやってます。

それで、きのう話のありましたオムニの新居のコー

ト、パッチワークの芸術的なコートになってるとい

う話をしましたね。あんなコート、１コートもない

ですよ。浜松も今オムニです。静岡も全部オムニで

す。でも、あんなパッチワークのコート、一つもな

いですよ。それで今お金をとってるんですよ。その

辺どういうふうにお考えですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） きのう菅沼議員のお答え
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にもしましたけれども、継ぎはぎのコートでも大変

多くの市民の方が利用してくれてるのに大変感謝し

てるという気持ちでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） それで注意しながらテニスを

やってくださいということですね、書いてあるって。

注意しながらどうやってゲームやりますか。必死に

なってやってて。スポーツやってる人だったらわか

ると思うんですよ。市長、わかりますよね、私の言

ってること。一生懸命やってて、ここは危ないから

よけておきましょう。ボール行っちゃうじゃないで

すか。そんなばかなことできますか。その辺よく考

えて答弁してください。 

 それから、クレーのコートの管理、もうちょっと

徹底してください。私は何を言いたいか。クレーの

コートのブラシのかけ方、何も指示してないじゃな

いですか。もっときちんと端から端まできれいにか

けなきゃだめなんですよ。コートの傷むとこ、どこ

ですか。バックラインの後ろなんですよ、一番傷む

のは。踏ん張るから。あの後ろが何にもかけてない

んですよ。ということは、私の言いたいのは、テニ

スコートを使うときには、管理をこういうふうにし

てください。終わった後にこういうふうにブラシか

けてください。管理の仕方をちゃんと教えなきゃう

そなんですよ。指示しなきゃうそなんですよ。そう

でなきゃ、クレーコートなんてもたないですよ。畑

になっちゃうんですよ。それどうですか、次長。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） ４月以降は指定管理にな

りますので、そこら辺のコートの管理もスポーツ推

進課とともに指定管理者のほうに伝えていきたいと

思います。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 指定管理者に言っていただく

のは結構ですけども、このようにブラシはかけてく

ださいとか、そういう指示をきちっとしないと、ク

レーコートはもちません。それが嫌だったら、もっ

と言えば、全部オムニにすればいいんですよ。そう

いうことを考えたことありますか。オムニにするっ

て。テニスコート。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 年度は、これは私の覚え

なんですけど、27年度のときに、しようかというこ

とで予算を要求しました。ただ、財源が足りないと

いうことでスポーツ推進課のほうで予算を取り下げ

たというような経緯がございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 私も記憶しております。それ

でうやむやになっちゃったというのが現状ですよね。 

 もしそういうふうにやったら、国の補助もあるは

ずなんですよ。その国の補助も使って、何なら管理

が大変なクレーのコートじゃなくて、本当はクレー

のほうがいいんですよ。何でいいかといったら足の

捻挫がありませんよ。オムニのほうが捻挫がありま

す。それは自分でやって、何人か、オムニでは捻挫

してる人間おります。アキレス腱もやった人間がお

ります。でもクレーコートは、その点は非常に足の

保護という面では最高なんですよね。ですから私の

仲間なんかでも浜松からわざわざこっち来る。何で

来るか。おまえ、クレーコートがええよ、土のとこ

いいよって。それで来る人いるんですよ。そういう

ことから言って、私はクレーのほうが好きなんです

けども、時代として、流れとして、オムニ、一般的

な今、どこでもオムニが多いですよね。ですからオ

ムニにぜひやってほしいと。次長も一肌脱いでくだ

さいよ、ここまで来て。どうですか。１年、２年と

は言わんで、３年越しぐらいで一肌脱いで、オムニ

ということを考えてもらえませんか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 済みません、私が一肌脱

ぐだけではちょっと足りないと思います。議員の言

われるオムニだという話は26年からずっと聞いてご

ざいますので重々承知していまして、先ほど言いま

したように予算も要求しました。国庫の補助もつく

という話で進めましたけれども、やはり全額の補助

ではないということで、なかなかそれは無理だよと

いうところでしたので、努力はいたしますけれども、

確約はできないという状況でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 無理は承知で私も物を言って
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ます。そう簡単に、ああやりますよっていえばいつ

かやればいいもん。そうやってできんの、なかなか

できんのわかってますよ。じゃあ全部でどれだけか

かるって、億って金かかりますよ。そうですよね。

１億以上の金かかりますよね、１面300とか、350と

かいう話もあります。ですから幾らかかるかわかり

ませんけど、そのぐらいのお金がかかるということ

はわかってます、私も。でも、もうこの辺で次長も

一肌脱いで、オムニの実現をぜひやってほしいと、

これが私の要望です。以上です。 

 では次行かせてください。 

○議長（二橋益良） それでは２番のほうの質問で

すね。 

○15番（牧野考二） ２番の貸付金、補助金、そし

て商工会との連携についてをお尋ねいたします。 

 数多くの企業訪問をして、情報収集してほしい。

企業とのつながりは商工会が太いパイプを持ってま

す。活用すべきではないかと私は思います。商工観

光課の工業の担当者が、昨年は何回会社訪問されま

したか。また、大きな会社を訪問して、小規模の会

社の事情を把握できますか。 

 湖西市には、30人以下の会社が多くあります。ま

た、このような会社によって成り立っているという

ことも事実です。戦後間もなく、繊維産業が盛んで

した。何年か後には衰退していきました。今現在、

鉄鋼業が栄えました。しかし、現在は自動車メーカ

ーなどの海外進出し、地元の仕事が減っています。

このような流れをよく読み、商工観光課の仕事は責

任が重大だと思います。 

 では質問の目的を言わせていただきます。税金を

有効に使用し、税収が少なくなっている今、企業の

方に利益を上げていただき税金を出していただくに

は、商工観光課の活動が重要になってくると思いま

す。 

 やめた方のことをああだこうだ言うつもりはあり

ませんが、前市長は人を減らすことしか言ってませ

んでした。どこの市町でも、企業誘致をし、働く場

所をつくり、そして人口をふやそうと努力しており

ます。現在湖西市は、その流れに乗りおくれている

と私は思います。商工観光課の中に、やる気のある

人間をふやし、現状を理解して、活発な湖西市にし

てほしいと私は思います。 

 それでは最初の質問に行きます。 

 １、中小企業事業資金融資貸付金についてお尋ね

します。融資をする基準と審査基準についてはどの

ような基準によって運営されているか。金融機関に

お願いをしていると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） それではお答えしま

す。 

 この中小企業事業資金融資制度につきましては、

平成22年度までは市の資金による融資貸付を行って

おりましたが、平成23年度からは今現在の貸付金に

かかる利子補給の制度に変更されておることをまず

は御説明いたします。 

 中小企業事業資金の融資制度は、経営安定のため

の運転資金、または設備資金の費用を目的とし、小

口資金・景気対策特別資金と短期経営改善資金がご

ざいます。 

 融資の要件としては、事業所が市内にあること、

市内で１年以上同一事業を営んでいること、また市

税を滞納していないこと、従業員が30人以下の事業

であること、この全てを満たす必要が基準となって

おります。 

 また、信用保証協会の審査を経ることとなるため、

市においては基準としては所定の書類が添付され、

必要事項が確保されているかどうかを審査の基準と

して融資を実行しているということになります。以

上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 今は貸し付けはしていないと

いうことですね。わかりました。 

 そうすると２番の質問は必要ないか。そんな感じ

ですね。では飛ばして３番に行きます。 

 市の貸付金を利用した企業は、融資を受けたこと

により、売り上げが上がったとか、生産が上がった

とか、コストダウンができたなど、費用対効果をど

のように市は受けとめているでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 中小企業事業資金融
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資制度を利用された企業の費用対効果でございます。 

 融資の利用状況ですが、平成18年度から22年度ま

での古い融資ですが、５年間の延べで556件、借入

金の総額では25億8,782万円となっております。ま

た、利子補給制度に変わりました平成23年度から27

年度までの５年間では、延べ610件、23億2,237万円

となっております。 

 融資の件数として広く利用されているというとこ

ろでは効果があると考えております。また平成23年

度からこの期間において、104件の早期完済、基準

よりも早く完済した企業がございます。このことか

ら、余裕資金等経営改善のほうに役立てることがで

きたのではないかと考えておるところです。 

 費用対効果については、企業ごとに示すことはな

かなか難しいことでございますが、このような貸付

金、利子補給などの事業を実施することで、市内の

中小企業へも微力ながら支援できたものと考えてお

るところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ありがとうございます。効果

があったということですね、考え方としてね。一つ

一つ挙げるというのは大変だと思います。私も、こ

れだけやったからこれだけ売り上げ伸びたよという、

そう簡単に出てくる問題じゃない。これはわかりま

す。 

 それでは済みません、補助金についてお尋ねしま

す。補助金を出す基準は、またＰＲの仕方はどのよ

うにしているかということをお尋ねいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 市内中小企業が利子

補給以外で活用できる補助金としましては、湖西市

技術自主開発事業費補助金と、湖西市中小企業販路

拡大出展事業補助金がございます。 

 技術自主開発事業費補助金につきましては、市内

事業の積極的な技術開発による経営能力の向上を促

進するために補助をするというものでございます。 

 基準としましては、新技術・新製品の研究開発事

業に要する経費ということで、経費の２分の１以内

200万円を限度として、１製品につき１回限りとさ

せていただいております。 

 また、中小企業販路拡大出展事業費補助金につき

ましては、市内の事業所が展示会等へ出展すること

による販路拡大を支援するためのもので、出展にか

かるブースの利用料、パンフレット等作成費や旅費

などに要する経費の２分の１以内で20万円を限度と

して、中小企業者に対し、同一年度で１回、同一商

品については通算３回までという基準で実施をして

おるところでございます。 

 また、本制度を周知させるため、市のウエブサイ

トへの掲載のほか、制度の概要をまとめたチラシ等

を作成しまして、湖西市及び新居町の両商工会を通

じて配布しＰＲを実施しているところでございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ありがとうございました。 

 ここで私思うのは、商工会にそうするとお任せに

なっちゃいますよね。私の言いたいのは何を言いた

いかというと、お任せではなく、商工観光課でもっ

と足を運んでほしいんですよ、各工場へ。そうする

ことによって、今現状というものが把握できるじゃ

ないですか。これが大事だと思いますけど、いかが

でしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 昨年も市のほうでい

ろいろ新しい事業も実施しておりますので、私も数

十回、企業さんのほうへ訪問させていただきました

ので、そちらのほうも含めてこういう制度を周知す

るという形で今後もＰＲさせていただきたいと考え

ております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） そうすると、先ほど言われた

最初の新技術の面の補助、これはどのくらい、何件

ぐらいあったんですかね。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 技術支援のほうでご

ざいますが、平成23、24、25でございますが、交付

企業で５件、24年度で４件、25年度では５件という

状況でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 出展のほうは多分二、三点だ
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と思いますけどね、昨年も。何かそんなふうな記憶

があります。 

 次へ行きたいと思います。 

 申請があり、基準を満たしたからといって、毎年

同じ企業に補助金を出しているということはないと

思いますが、補助金の出し方、それから効果を市は

どのように捉えているか、教えてください。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 湖西市技術自主開発

事業費補助金につきましては、要綱により１つの研

究開発について１回という基準でしております。補

助による効果につきましては、各研究開発の内容に

より評価が難しくなっておりますが、事業者が成果

を確認できるまで数年を要するものもあることから、

補助の翌年度以降の状況を確認するため追跡の調査

を実施することにより、効果の把握に努めています。 

 また、販路拡大出展事業費補助金につきましては、

要綱により１事業につき通算３回までということが

基準となっておりますが、補助による効果につきま

しては事業の実績報告の中で新たな商談の成立また

は新たな見積もり依頼があったことなどにより、効

果等があったかどうかということで確認をしておる

状況でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 実は、その出展の補助ですね、

このフェアをやったときですか、テクノフェア、こ

のときに飯田からも来てますよね、何社か。それで

私の感心したのは飯田の方が物すごく熱心です。何

を言うかというと、飯田で今こういう仕事をやって

ます。ですから湖西市から仕事をください。一人一

人積極的に来ますよ。ということは、湖西市ももっ

と方々出て、昨年名古屋へ出ていきましたね。ああ

いうふうなことをもっと出ていって、もっと積極的

に動かないと、周りにやられちゃいますよね。その

辺ちょっと心配なとこがあるんですけども、部長、

いかがですかね。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） やはり企業のほうの

努力により、マッチングということで販路拡大する

こともございますが、市としてもそういう催しがあ

ればＰＲを兼ねて一緒に出ていって、湖西市自体の

事業をＰＲするということが重要かと考えてますの

で、その辺は対応できる範囲でこちらのほうも一緒

にＰＲしていきたいと考えてます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） わかりました。 

 それでは最後の質問で、商工会との連携というこ

とですね。次世代産業コーディネート事業に委託と

して880万出しております。この事業を成功させる

には、商工会として事前に多くの人を投じておりま

す。市の商工観光課として協力しておられると思い

ますが、商工会とどのような連携をしておりますか。

また、２月４日には住まいと暮らしの展示会が開催

されました。市の商工観光課としてどのようなお手

伝いをしたのか。テクノフェア、住まいと暮らしの

展示会など考えたときに、湖西市への収入、つまり

税金を納めてくれる方の活動です。課としての考え

方をお聞かせください。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 次世代産業コーディ

ネート事業につきましては、湖西市商工会内に湖西

市次世代産業コーディネート事業運営事務局を設置

していただき、専門のコーディネーターを配置する

とともにビジネスマッチング事業やセミナーの開催

など、企業への支援事業を委託しているものでござ

います。 

 受託者である湖西市商工会との連携につきまして

は、回数を重ねる定例会の中で役割分担を決め、市

のほうも一緒に実施しているということでございま

す。 

 また、湖西市商工会が実施しました住まいと暮ら

しの展示会につきましては、市として出展に、市の

事業、ほかの課も含めて出展に協力したり、事業の

後援を行ったほか、開催に関する広報を行うなど、

市民への情報提供を協力させていただきました。ま

た会場の手配、資材の搬入等支援をしておるところ

でございます。 

 湖西市の商工会、新居町の商工会ともに、限られ

た職員で一生懸命本当に事業に取り組んでいただい

て、各種事業を展開しているということは御承知し
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てます。納税者でもあります市内の中小企業のため

に尽くされておるというところでは、こちらの市と

しても感謝しておる次第です。 

 このような両商工会が持つ市内企業との関係は、

貴重なものであると認識しておりますので、今後も

市の商工業の発展に向け、今まで以上に情報共有し

て一緒にやっていきたいというふうに考えておると

ころでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ぜひ商工会と手をつないで、

うまくやっていただきたいなと思います。 

 ここで一つ、私お願いしたいのは、次世代産業コ

ーディネーターというの、今二人、商工会におりま

すね、二人の方おりますね。その関係で880万円出

してますね。その二人の方の給料を払うと、あと幾

ら残るか。その中でフェアや何かやらないかんです

よね。それからその方たちの活動費というのも要り

ますね。では880万円でうまくやれるのかなと。そ

の辺どうですかね。はっきり言うと、ふやしてもら

えませんかと商工会では言うと思うんですね。その

辺いかがですかね。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） まず次世代コーディ

ネートの事業については委託事業として市のほうか

らお願いしているものでございます。880万円で見

積もりをして足りてるかということでございますが、

市からの支援、委託する事業としてはもしかしたら

足りないかもしれませんが、事業としてはコーディ

ネートの展示会だけでなくて、ほかの多分出展も含

めた広い意味で活動されてると思っておりますので、

その辺の状況も聞きながら、今後考えていきたいと

考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） そのとおりで、実は展示会だ

けが仕事でなくて、いかにみんなに仕事も紹介した

り、いろんなことをやってるんですね。ですから経

費が要るんですよ。もっと欲しいなというのが現実

だと思います。ぜひ許される範囲でまた考えてみて

いただきたいと思います。以上で私の質問を終わり

ます。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、15番 牧野考二君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に、10番 竹内祐子さんの

発言を許します。それでは10番 竹内祐子さん。 

  〔10番 竹内祐子登壇〕 

○10番（竹内祐子） 10番 竹内祐子です。私は、

市立湖西病院についてと、一つは施政方針について

質問をさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

 初めに湖西病院について、質問しようとする背景

をお話しいたします。 

 今、湖西病院は経営難であります。一般会計から

10億円を繰り入れていますが、依然として経営改善

は見られず赤字体質のままであります。外来、入院

患者も減少しています。医者をふやせば収益は上が

るといいますが、必要とする医者は医大へ戻されて

しまい、収入減となってしまいます。患者は高齢者

が多いため、家族は退院後の不安を抱えているにも

かかわらず、病院に相談することをためらうという

お話も伺います。市民に寄り添う病院でなければな

らないけれども、市民が離れていく病院になってい

るように感じております。湖西病院があってよかっ

たと言われるには、市長はどのようにお考えになっ

ているかをお伺いしたいと思います。 

 質問の目的は、市立湖西病院を市民に必要とされ

る病院にしたいために行います。 

 初めに、前市長から病院の今後の方向性について、

市の方針をどのように引き継ぎをされたかお伺いい

たします。お願いいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。答弁お願いします。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、竹内議員から御指摘ありました湖西病院があ

ってよかった、必要だというのはもちろん、市民の

一人としてもそうですし、湖西病院がもっともっと

市民の方から必要とされる、愛される病院であって

ほしいと思う思いは全く同感でございます。 

 その中で、前市長からの引き継ぎというお話でし

たけれども、引き継ぎの中で現在の市立湖西病院、
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まさに湖西市立ということと、現時点でやはり経営

状況が非常に厳しいということで、経営改善が非常

に課題となっているということ。またさらには平成

28年度中に今の市立湖西病院の改革プランを策定す

るという必要がありますということで、外部の有識

者にも３名ほど有識者の方にも入っていただいて、

その時点で市立の湖西病院の改革プランを委員会を

設けて策定中であるというふうにお伺いしておりま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん、よろしいです

か。 

○10番（竹内祐子） 前市長からはしっかりと病院

の課題を引き継がれたということを伺いました。 

 それでは２番目に行きます。 

 市は病院の方針について、市長、副市長初め、幹

部を含めた市全体での検討を行っていたのか、お伺

いいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 現在の湖西病院ということで、今申し上げたとお

り湖西市立の病院でございますけれども、形式とし

ましては地方公営企業法の適用を受けているという

ことで、病院事業管理者のもとで事業を行っている

という形態をとっております。ただしもちろん、今

冒頭申し上げた湖西市立の病院でありますので、重

要案件もちろんですけれども、そういった日常のと

ころから私であるとか副市長、さらには例えば地域

の医療・健康等担当してます健康福祉部を初め関係

部署との調整は連携して行っているところでありま

すし、例えば部長会であるとか、各種の会議の中で、

今先ほど申し上げました市立湖西病院改革プランと

いった現在策定中である改革プランの説明であると

か、その中での収支状況、収支計画等々は説明をい

ただいてますし、それに対して市としても、行政と

しても、意見を交換している。そこは密に連携をと

ってやっているというふうなところでございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 病院と市とは常に連携をとっ

てしっかりとやっていた。そういうことでよろしい

ですか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） はい。市立の湖西病院として

病院事業者初め病院の関係者の皆様とは連携をとら

せていただいております。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） それでは済みませんが、副市

長に御答弁をいただきたいと思います。 

 前市長は病院の赤字を減らしたい、繰出金を減ら

したいことだけを言っていたように感じ取られるん

ですけれども、このことは表面的な課題で本当にわ

かりやすい課題なんですけれども、根底にあるもの

があったと思うんですね。やはりそのところも私が

思うには、三上前市長のトップマネジメントの欠如

があって、このように今回問題になってるような状

況にも入ってきてると思うんですけれども、副市長

さんも国から来たお方で、湖西市の財政状況をごら

んになったときに、病院へとりあえず10億円、うち

の前市長の繰出金、限度額が10億円ということでず

っと出し続けていたんですが、このことに対して副

市長として、どうなのか、このままやっていくこと

についてアドバイスというのはされていたのかどう

か、ちょっと伺いたいと思います。教えてください。 

○議長（二橋益良） 副市長。 

○副市長（丸谷由行） 即座にストレートの回答に

ならないかもしれませんけれども、私26年度に着任

しまして、もう改革プランがそのときにはでき上が

っておりました。その前提として、その病院の経営

状態が非常によろしくないということがございまし

た。やはり私も以前、別のところで仕事をしていた

ときに、ある病院関係の、直接の経理ではございま

せんけれども、本部として病院を眺めることができ

ましたので、そのときから病院の赤字というものは

やはりドクターの充足がないと、それとあと看護師

不足であるということ、それからまた、こちらでは

市の中心地にありますからいいんですけれども、そ

の立地ですね、そういうところが赤字の悪循環に陥

ってしまう原因だというのは、ほかの大きな病院を

経営してるところでも皆さん認識されているところ

でございます。 
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 この湖西病院に関しましても、やはり医師が不足

している。看護師が不足している。そして全体の病

床の稼働率が４割、５割だということで伺いました

ので、できるだけ早く医師を確保しなくてはいけな

い、看護師を募集しなくてはいけないと、来た当初

感じておりまして、当時の市長ともお話ししました。

その中で、やはり市長もいろいろと病院に事情説明

に行って、医師の派遣等御苦労されている中で、そ

れはなかなか達成できなかった。看護師についても

やはり夜勤もございますので、定着率といいますか、

そういうところもよろしくなかったということで、

なかなかこれ病院を立て直すというのは、いろんな

自分たちの配下にいろんな病院があってそこで人を

回せるということは、ちょっと湖西病院単独ですの

でなかなか難しいということがあって、とにかく日

銭を少なくとも稼がなくてはいけないんで、病院に

対しては１日に一人でも二人でも外来をふやそうよ

とか、あるいは入院患者を一人でもふやそうよとい

うような話はさせていただいておりました。 

 ですから、前市長が繰出金、これについてもやは

り我々の状況からしたら10億、ここが限度かなとい

うことはおっしゃっていましたけれども、そのため

に先週の補正予算のときにもちょっと御説明させて

いただきましたけれども、やはり病院がみずからの

こととして頑張っていただきたいなという思いがあ

ったということをちょっと説明させていただいたわ

けでございます。ですから、病院と直接のやりとり

といいますか、そういうものは私のほうからちょっ

と病院来て何かというような、管理者制度をやって

ますから、そういうことはしませんでしたけれども、

病院から相談、何度か受けておりますので、やはり

キャッシュフローがどうだとか、損益がどうだとか、

まず損益というよりもキャッシュフローが回らない

と、病院、営業できませんので、そちらを重点に、

どこに問題があるのかとか、いろいろとお話をさせ

ていただきましたけれども、なかなか改善には至ら

ない、難しい問題だなというところを病院の担当者

ともいろいろと話ししながら頭を悩ませていたとい

うのが正直なところでございます。ちょっとお答え

になってるか、長々と申しわけありませんけれども、

そういうことで病院の方とはおつき合いさせていた

だいて、助言はさせていただいたところでございま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） よくわかりました。やはりお

金だけのことを考えて、やはりやってると、なかな

かいい解決策というのは見つからないんですよね。

結局もうこれ以上お金はかけれないというふうに思

ってしまいますので、投資することができなくなる

んですよ。もっと早いうちに経営改善をしたいと思

うならば、経営感覚にすぐれた人を招くべきだった

と思います。それは一日でも早くやるほうが湖西市

のためだったのではないかなと私は思います。 

 昨年９月に政策顧問の話が出たときに、何でこん

なときに急に出したのかなと私は思ったんですが、

結局最後の土壇場になって、少しでも、前市長にし

てみれば、何かいい策があったら出したかったのか

なという思いも、今思うと、ちょっとそんなことも

あったのかなと思いましたけれども、それはもう後

の祭りで、やることが遅かったのかなという思いが

いたします。 

 わかりました。では３番目に行きます。 

 前市長は繰出金の限度額を10億円までとしていま

した。市は繰出金の限度額の適切な額をどのように

お考えになるか教えてください。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 市としましては、今竹内議員の御質問ありました

繰出金限度額というお話でしたけれども、やはり繰

出金というものは地方公営企業法でも規程というか、

定められておりますので、やはりそういった法令で

定められた金額以内、その金額の中でおさめるとい

うことがもちろん望ましいということは考えており

ます。ただしやはり、現状もそうですけれども、湖

西市の湖西市立病院ですので、経営状況が苦しいと

いう現状がある以上は市としてもできる限りの支援

は行っていく必要があると思っています。 

 もちろんそういった繰出金ですね、幾らであるか

は別にして、繰出金で病院を支援するということが

あるからには、病院側のほうでも、事業管理者とい
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った制度をとっているとはいいつつも、収益を増加

させるですとか、経費の節減、これには最大限取り

組んでいただいて、やはり市の支援と病院の自助努

力ということで両方をマッチさせて、市民の皆様が

やはり安心して病院にかかれる、この湖西市内で安

心して医療を受けられるというような湖西病院を目

指していくべきだというふうに考えております。以

上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 今の市長の御答弁ですと、病

院が困ったよと言ったら、いつまででも言われたと

おりに出し続けるような御答弁だったんですけれど

も、本当にそれでよろしいですか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） いつまででもというのは、先

ほどの竹内議員のお話にもあった10億円という話あ

りましたけれども、10億円でもこれはもう一般会計

200億円程度の市の財政には相当な負担となってま

すし、ほかのやりたい事業、やるべき事業、市民サ

ービスというか行政サービスのためには、ほかの教

育であったり、子育てであったり、福祉であったり

というようなやるべき事業はたくさんあると思って

ます。その中ででも病院というか、湖西市民として

の行政サービスとしてのこの病院経営というものも、

必要だからということで今までは10億円だとか、そ

ういった支出をしてきたわけで、正直これが未来永

劫とか、何年も続いていくということであっては、

ほかの行政サービスが回らなくなってしまう、公共

事業も含めてですね。必要な湖西市の行政サービス

ができなくなるということは、やはり目に見えてま

すので、そこは例えば病院側の機能であるとか、ど

こまで市の支出が必要か、もしくは支出すべきかと

いうことも含めて、病院ともしっかり連携をして、

そして必要十分な行政サービスであったり、病院の

機能の提供だったりということができるような形を

とっていかなければならないというふうに思ってい

ます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 市民にとって湖西病院はあり

がたい病院だと思っていると思います。市内の中で

最先端の医療を受けられるところが湖西病院だと皆

さん思ってると思います。 

 しかし今も言いましたように、一方では多額の費

用を財政負担をしておりますので、一般会計は四苦

八苦の状況であります。 

 市民には病院のほうに多額の繰出金を出している

から皆さんが要望する道路や橋や公園やいろんなも

ろもろの要望がうまく進まないよなんていうことは、

とても私たちも説明はできませんけれども、実際、

事業は結構先送りされていて、なかなか思うように、

ほかの市民が求めていることがうまく進んでいない

ので、そういうことで不満を募らせてる方もいるも

んですからね、やはりそこのところもしっかり考え

ていかないといけないかなと思います。 

 公共施設等総合管理計画もされまして、これから

これをやっていくに当たり、10.3億円のお金も足ら

なくなってきてるよということも、もうしっかりと

知ってる人は、市民の方でも知っている人は知って

ると思うんですね。そういう中で病院さんも、公立

病院はつぶれないよなんていうようなあぐらをかい

ているような、そういう時代じゃないと思うんです

ね。新公立病院改革ガイドラインの中にも、やはり

これからは全ての、例えば湖西市にある全ての医療

機関との連携を見ながらしっかり公立病院のあり方

なんかも考えていかないといけないよということを

うたってますので、どんどんどんどん国のほうも公

立病院のあり方を変えていくようになってますので、

そこのところもしっかり把握して、市民サービスが

低下しないようにしていかないといけないと思いま

す。 

 私たちも病院のことをとても心配しているもんで

すから、いろいろ研修に行かせていただいてます。

どの病院も公立病院さん、一生懸命努力されてまし

て、昨年伺ったところの北海道の砂川病院というと

ころの先生のお話の中に、赤字になったらつぶれる

よという危機感をもって職員たちは働いていると、

そういうふうに言われてました。ですので、公立病

院はつぶれないんだよという考えはもうお捨てにな

って、やはり行政サイドもしっかりと厳しい目でチ

ェックしていくということが必要ではないかなと思
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ってます。 

 では次の質問に入ります。 

○議長（二橋益良） ここで一度、質問の途中では

ありますが、休憩したいと思いますけどよろしいで

すか。 

 それでは、ただいまから暫時休憩とさせていただ

きます。再開は２時20分といたします。 

午後２時05分 休憩 

───────────────── 

午後２時20分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 それでは10番 竹内祐子さんの質問の途中から始

めたいと思います。それでは竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） では、４番目の質問に入りた

いと思います。 

 第三者による経営診断を行い具体的な改革プラン

をつくり実行するほうが、職員の意識改革にもなり

効果が出ると考えられるため、外部診断を行う考え

はないか、市長にお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、竹内議員からも御提案をいただきました第三

者による経営診断、これは湖西市立の病院でありま

すけれどもやはり私も客観的な外部の目に入ってい

ただいた判断は必要なことであるというふうに考え

ておりますので、検討していきたいと思ってます。

現時点で既に今策定中ではありますけれども、市立

湖西病院の改革プラン、現時点で今素案も示した上

で外部の皆様からの意見をいただいてるところであ

りますが、この改革プランの策定委員会の委員の

方々からもプランの策定後もしっかりと点検であっ

たり、評価をすべきであるというふうな御意見もい

ただいておりますし、陪席というか、委員会にも傍

聴させていただいて、そういった御意見が現場で出

たことも承知をしておりますので、やはりそういっ

た改革プランについてもつくって終わりではなくて、

外部の有識者の皆様であったりだとか、地域の皆様

であったりだとか、そういう関係の皆様、客観的な

目で評価をいただいて、病院の経営改善の進捗状況

であったりとか、湖西市に湖西病院としてどこまで

機能として必要であるのか、湖西病院にどういった

ものを求められているのかということも含めて、今

の改革プランを策定した後もしっかりと評価を行っ

て、点検・検証を行っていただく。そしてよりよい

改革プランであったり、湖西病院の経営を改善を実

行していくというような形で進めていきたいという

ふうに思っておりますので、そこは前向きにしっか

りと進めていきたいというふうに思っています。以

上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） お話わかりました。策定委員

会の中でも外部経営診断、それを受けたらどうかと

いうお話も入っていましたね。やはりたくさんいろ

いろこうするといいという意見が出てましたけど、

病院側のほうでは意外と浜松医大のほうにお願いす

るとか、浜松医大の意向を聞いてみなきゃとか、何

か他力本願のような、そういう回答の仕方とか、ち

ょっとそういうものは今はできませんみたいな、ち

ょっと後ろに下がるような、そういう回答をされて

て、やる気満々で３人来ていただいたすばらしい策

定委員のメンバーの方たちは少しがっかりしていた

ような気がいたしました。私は傍聴させていただい

てたので、そこのところがとてもよくわかりました。 

 それで、さっき当局側も病院がいろんなこと、改

革プランにしても、困ったことがあったらお話に来

たときも一緒に考えているよと言ったけど、やはり

なかなか思うようには言えないじゃないですか。難

しいじゃないですか、病院のことって。そう思うと、

やはり私はそういう病院のことがよくわかる第三者

の方にそこに入っていただいて、しっかりとこの湖

西病院の中をしっかり見てもらって、それから前へ

進んでいくことが大事なことだと思うんですね。や

はり身内だとお互いかばい合いますし、言いたいこ

ともなかなか言えない。本当にお茶を飲むときはこ

うするといいよねなんていう雑談的なお話はできた

としても、実際じゃあどうしましょうかと言ったと

きには、なかなか本音トークというのはできないと

思うんですね。やはり今本当に困っている状況に来

ているので、こういうときは使わなければいけない



１６７ 

お金は使って、しっかりとうみを出すといいますか、

そういうことをやっていただいたほうが私はいいと

思います。 

 病院のほうでも第三者さんから言われれば、なか

なかそうじゃないよということは言いにくいと思う

んですね。私たちが言えば、いや、あなたたち何も

知らないもんだからというふうなことで、私たちも

言い含められてしまいますけれども、やはり第三者

のそういうしっかりした目のデータが入れば、病院

もちょっと考えようかなとか、病院の中だって本当

のこというとうまくいってないと思うんですよ。な

かなか本音では言えないと思いますけど。いろんな

意見がいっぱいと錯綜してて、やはり誰がそこのと

ころを牛耳ってるのかなということだって、私たち

だって見えませんものね。ですから、私はやはり少

しでも早く第三者の方に診断していただいたほうが、

すっきりすると思うんですよ。病院だってすっきり

すると思うんです。済みませんけど、病院長はどう

でしょうか。私の考え方、おかしいでしょうか。 

○議長（二橋益良） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（寺田 肇） 第三者による経営

診断ということですけれども、外部の目が入って診

断していただくということに関しては、非常に新し

い別の視点等を得られるということから言えば、非

常に有用ではないかなというふうには思います。そ

の際に実際にどういう観点に立って診断していただ

くかということがやはり非常に重要なところなのか

なというふうに思います。 

 つまり、ただ経済的な面のことから病院のことを

考えていくのか、あるいは地域の医療やあるいは介

護、全体を通しての中で病院というのはどういうふ

うに位置づけるかということがあろうかと思います。

そこの中で診断していただくというのに際しては、

地域の医療やあるいは介護、福祉等を含めた全体的

な形の中での病院のあり方も考慮した形での診断と

いうことが望まれるかなというふうに思います。以

上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） ありがとうございます。何に

しましても、今出てます新公立病院改革ガイドライ

ンに沿って、今回は病院機能の見直し、経営の改革

という、ここのところが重点ポイントだと思うんで

すね。だからやはりそういうところを重点的に診断

していっていただく。やはりどういうところを、こ

れから病院さんともいろいろなことをお話ししなが

ら、どういうところを変えていったらいいかという

のも、その診断される方もお話の中で見える化して

いってくれるのではないかなと思います。 

 私、とても病院に対しては難しくて、自分も何も

言えないんです。言えないからこそ、第三者の方に

やはり入っていただいたほうがいいというのが私の

結論になりました。改革プランのことなんかも、聞

いてますと公立病院にはやはり多額の補助金に依存

する体質になっているので、やはり経営感覚を持っ

た経営が行われるように改革すべきであるよという

ふうにガイドラインでは言ってるんですね。そうい

うことに対して、今回は特に事務職員に関しては外

部人材を登用して、プロパー専門職の方を採用して、

事務職の方にもしっかりと専門的なスキルを身につ

けられるようなそういう職員研修をしっかりとこの

改革プランの中にも計画的に人材育成をするように、

そういうふうにして記載されていれば病院改革がさ

れていくプランになるよという細かいアドバイスま

で、このガイドラインの中には書かれてて、やはり

私みたいな素人が読んでも、こういうふうに集中的

にやる努力はしないといけないのかなと思いました。 

 ですので、もちろん、医療は人の命を守っていく

大事なものですので、私たち医療に対してはなかな

かうまくは言えませんけれども、少しでも病院が皆

さんに利用されやすくなって、この湖西病院をきょ

う退院できてうれしいよという市民の皆さんがふえ

てくれると、私は本心うれしく思っています。済み

ません。ですので、次に行きます。 

○議長（二橋益良） 最後の５番目ですね。 

○10番（竹内祐子） ５番目に行きます。 

 市民を置き去りにして病院の赤字対策ばかりを考

えても、何の解決にもなりません。市民が湖西病院

を必要かどうかが問題で、市民とともに湖西病院に

ついて考える会、仮称100人会議を開き、病院のあ

るべき姿を構築する考えはないか、お伺いいたしま
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す。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 今竹内議員からお話あった点に関して、湖西病院

のやはり実態を、まず市民の皆様とともに考えてい

く、そしてよりよくしていくということは大変有意

義なことであるというふうに考えております。 

 何回か話に出てますけれども、今策定中の改革プ

ランですね、本来は改革プランなので、これも市民

の皆様と一緒に、報告したり説明したり、そこで意

見交換をしたりしながら策定するのが本来のあるべ

き姿だというふうに私も思いますけれども、ちょっ

と私が就任した時点でもうこれは今年度中というか、

そういったものが総務省というか、ここだと県にな

るんですかね、具体的には今年度末、３月末までに

まずは策定することが形式的にももちろん求められ

てるということだったので、プランはプランとして

しっかりと策定はすると。その中で、中でというか、

そこの策定した後も、それを市民の皆さんと継続的

に湖西病院のあり方であるとか、機能のあり方、ど

ういった医療が望ましいか、もちろん地域としてど

ういったものが必要なのかということを意見交換し

ていくということは必要である。プラン策定後であ

っても今後の見直しも含めて、よりよい改善のため

には必要であるというふうに思っております。 

 今回のプランを策定したという前提でですけれど

も、その説明はもちろんですけれども、今の湖西病

院、実態、まさにドクターであるとか、看護師さん

の御苦労であったり、現状ですね、やはり救急の患

者さんがひっきりなしに運び込まれて、例えば年末

年始であるとか、もちろん休日も含めて24時間で運

び込まれている現状であるとか、本当に夜勤も含め

て看護師さんがなかなか過酷な中で働いていただい

てる。そしてやはり人数が少ない中で御苦労をいた

だいている。そんな現状も含めて地域の方々の皆さ

んに知っていただいて、そしてそれでもやはり湖西

病院は地域の医療の拠点として必要なんだというこ

とで御支援をいただけるような形で、実態をまず知

っていただく。そして意見交換しながら、どういっ

た機能として湖西病院をこれから運営していくのか

ということも一緒に議論をしていただきたいという

ふうに思ってまして、そこは病院みずからの言葉で

説明をいただきたいというふうに思っておりますの

で、そういったことを今病院の中でも検討いただい

てますし、時期的にもなるべく早く、今もちろんプ

ランの検討、作成中ではありますけれども、策定後

になるかもしれませんが、そこは極力早いタイミン

グでそういったプランの説明、そして今後のことも

含めて、実態も含めて、病院と地域の皆さんと意見

交換であったり、改善方策であったり、もちろん経

営改善もですけれどもしていっていただきたいとい

うふうに思っておりますので、また市議会の皆さん

も含めて御支援であったりとか、段取りも含めてま

た市の行政がもちろんですけれども、病院と一体と

なって市民の皆さんと説明、意見交換をしていきた

いというふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 市長。訂正をお願いします。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） 済みません。発言の中で看護

婦さんと申し上げたかもしれません。看護師さんで

すので、失礼いたしました。訂正させていただきま

す。失礼いたしました。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん、どうですか。 

○10番（竹内祐子） 前向きな御答弁ありがとうご

ざいます。今、やはり湖西病院の繰出金２億円のこ

とで新聞にも報道されたことで、市民の皆様からも

いろいろ聞かれることもあるもんですから、やはり

こういう時期にこれをチャンスと捉えて、やはり少

しでも早く市民の皆さんとこういうお話ができれば、

市民の皆さんももっと湖西病院に関心を持っていた

だけるのかなと私は思っておりますので、病院のほ

うでもそういうことについて検討に入っているとい

うことですので、本当に遅くても６月ですよね。ま

た忘れ去られてしまいますんでね。何だかんだで遅

く、できませんでしたというようなことのないよう

に、私たちも追跡、また質問なんかもしていきたく

なるようになってしまいますので、よろしくお願い

いたします。 

 最後に、何度も申し上げて申しわけないんですけ

ど、湖西病院が生き残るためには、ちょっとオーバ
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ーな言い方かもしれませんが、病院事業の経営改革

には強い意識を持った、経営感覚に富むような方を

少し登用していただいて、専門的なスキルを持った

やはりそういう職員を計画的に育成するということ

をしっかりと構築していただいて、今病院のほうは

急性期だけで特化してやっていきたいようなことを

言われていますけれども、やはりそれもやっていけ

れるかどうかという保証も全くあるものではありま

せんので、やはりそんなことよりも将来のまちの姿

を描いて、市民病院があってよかったと言われるよ

うなそういうまちづくりをしていっていただきたい

なと思います。していっていただくというか、私た

ちも一生懸命お手伝いをさせていただきたいと思い

ます。やはり今市民が困っていることは何なのか、

何が必要なのか、何をどうしたらいいかということ

をやはりみんなで考えていきたいと思いますので、

一日でも早く市民の皆様とお話、懇談会ができるよ

うにしていっていただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） それでは発言を求められてお

りますので、市長の発言を許可します。 

○市長（影山剛士） ありがとうございます。そこ

はぜひ、やはり病院だけとか行政だけとか、そうい

った形ではなかなかできることがもちろん限られて

くることもあると思ってますので、それで今、竹内

議員からもお話あったとおり、この前も補正予算の

お話で、報道もいただいたこともあって、いろんな

御意見を私のところにもいただきましたし、いろん

な厳しい御意見もいただきました。ただやはり、関

心を持っていただいて、この地域で湖西病院といっ

た医療機関がそれだけ必要とされてるということで

もあると思ってますので、今竹内議員おっしゃった

とおり、なるべく早く、６月ではちょっとなかなか

遅いかなという気がするので、やはり関心というか、

熱いうちに、そこは病院のほうにもぜひ御苦労いた

だいてますけれども、そこはしっかりと説明なり意

見交換はしていって、やはり２億円だの10億円とか

12億とかというようなそれを続けるような時間的な

余裕も猶予もないわけですので、そこは誰もが、病

院ももちろんそうですし、湖西市の役所というか、

行政側もそういったことは肝に銘じた上で、もちろ

ん市議会の皆さんにも御協力をいただいた上で、市

民の皆さんと、説明というか意見交換で、さらによ

りよくするというか、とにかく医療、地域医療の拠

点としてどうあるべきか。そして経営改善しないと、

やはりしたくてもできないことがたくさんあります

し、病院以外にもちろん行政としてはやりたい、や

らなければいけないことがたくさんありますので、

そこは一体となってやっていければなというふうに

思っていますので、ぜひそこはなるべく早い時期に

というふうに思っています。どうぞよろしくお願い

します。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） ありがとうございます。一生

懸命応援させていただきたいと思います。 

 それでは次の施政方針のほうの質問に入りたいと

思います。 

 花いっぱい運動についてのことを伺います。市長

は花いっぱい運動について市民とともに盛り上げて

いくと述べられました。たまたま広報こさい２月号

で、こさい花いっぱい運動推進協議会の団体数や会

員が減っているという記事を見まして、ちょっと大

変だなというふうに思いましたので、この質問をす

ることになりました。 

 当局側のほうは少しでも興味のある人には参加し

てみませんかと呼びかけていますけれども、以前か

ら一部の人だけで花植えや管理をしていることが気

になっていたので、市長の考える、市民とともに花

いっぱい活動をすることについてのお考えを伺いた

いと思います。 

 目的は、花と緑にあふれる安らぎと潤いのあるま

ちにするためであります。 

 １つ目の質問は、市民とともに花いっぱい運動を

盛り上げ、今後も市内の花壇を美しく維持していく

ための方策をお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 議員おっしゃった花いっぱい運動ですね、これは

ちょうど前の質問でもありました湖西病院のちょう

ど目の前というか、敷地内といいますか、そこの花

壇も私何度も足を運ばせていただきましたし、そう
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いったそこだけではもちろんなくて、市内の至ると

ころでやはり活動いただいてるそれぞれの市民の皆

さん、本当に感謝を申し上げています。 

 ただ残念ながら、今議員おっしゃったとおり、こ

の数年、団体数であるとか会員数、やはり減少傾向

にあって、やはり地区によっては花壇の維持である

とか、そういったものがだんだん困難になってきて

いるというようなお話は聞いております。 

 これも原因はさまざまかもしれませんけれども、

例えば会員の方々の高齢化であったりして、育苗セ

ンターみたいな育苗する施設からその各地区の花壇、

花を植えるところに運搬をする作業がかなり負担に

なっているというようなお話も一因であるというふ

うに伺っています。 

 今後ですけれども、やはり花いっぱい運動という

すばらしい運動ですので、こういった活動に関する

周知徹底と、やはり若い方、若年層も含めて参加い

ただけるような環境づくり、そういった活動がふえ

ていくような場をつくるということが必要だという

ふうに思っています。今も例えば市民活動センター

なんかのやるキッズさんだとか、お子さんが参加い

ただいてる活動もしっかりあるというふうには伺っ

ておりますので、やはりそういった子供たちが参加

できる、参加しやすいためにも、さらに活動を広げ

るような、例えば子供たちだけじゃなくて親子で参

加できるとか、参加しやすい例えば日程であるとか、

そういった期日であるとか、そういったやり方も工

夫をしながら、こういった花いっぱい、花壇の整備

とか事業を展開していく。そして若い世代も含めた

親子なり、市民の皆様一体となって、これもやはり

車で走っててもすごく花が道路沿いにあると、心が

それこそ華やかになるというか、癒やしになるとい

うような思いも、私も自分自身、運転していて思い

ますので、そういった活動がやはり維持・継続、さ

らには拡大できるような、やはり土壌というか、雰

囲気というか、活動の幅を広げていくような、活動

が継続していくような雰囲気づくり、土壌づくりを

しっかりと進めていきたいというふうに考えており

ます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） ありがとうございました。若

い人の参加を呼びかける。本当にいいなと私も思い

ます。 

 お花を植えるのは楽しいんですけれども、お花の

管理とか、草取りとか、そういうのがとても大変な

ことで、今は一つの花壇を多分団体さんがトータル

して維持管理されていると思うんですね。今、市長

の提案型のそういうやるキッズさんとか親子参加と

いうのもすごくいいと思うんですけれども、本当に

責任をもってＡの花壇をやっていただけるという、

そういう人材育成も必要ですよね。ですので、今後

そういう若い方たちを育成するものも考えていった

らいいのかなというふうに、今お話を伺っていて思

いました。 

 私の考えは、地域にやはりそういう花壇があって、

そこの中でそういうお花をつくってくれる方たちが

いらっしゃるんです、今はいるんですね。そこの中

でやはり高齢化になって花壇づくりができなくなっ

てしまっているところがあるというふうに伺ったも

んですから、私は勝手にですけど、明湖会という活

動があるですね、明るい社会をつくろうという明湖

会。その明湖会というところには子供会も老人クラ

ブもいろいろＰＴＡ団体とかいろんなものが入って

て、私、明るい社会をつくろうという運動の中に花

いっぱい運動も一緒にセットされる。結局私何が言

いたいかというと、環境でやっている花いっぱい運

動プラス社会教育みたいなところでやっているそう

いうものがコラボレーションされて、お手伝いをし

てくれる人をふやすという形をとると、例えば私の

とこの自治会で一つの花壇があれば、そこのところ

に明湖会さんたちで頑張ってこの花をきれいに育て

てくださいねというふうにすれば、役員さんという

か一部の団体がずっと永遠とやらなくてもいいのか

なという思いがしています。これは私が今考えてい

たことなので、市長が若い方たちを言われたので、

今ちょっとお話をさせていただきました。 

 これからの方向も、環境だけで考えるんではなく

て、市全体でどんなふうにしたら湖西市のまちが花

できれいなまちでいられるかということを、皆さん

で考えていっていただけるといいなと思います。 
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 では次の２番目の質問に行きます。 

 こさい花いっぱい運動推進協議会の会員拡大につ

いての方策を伺います。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今の本当に前向きなというか、いろんなお考えを

いただきましてありがとうございます。もちろん、

若い方もそうですけれども、そういった明湖会さん

であるとか、そこは本当にできる方というか、やる

気のある方も含めて、やる気のある方がふえていく

ような、ぜひ御提案もそうですし、実際に地域ごと

にも事情が違うかもしれませんけれども、そこは本

当に花いっぱいであったりとか、地域が明るくなる

ような活動につながるようなことはもちろん、役所

の中でも環境だけでなくて、さっき社会教育という

お話がありましたけれども、そこは縦割りになって

はいけないと思ってますので、もちろん各部署で連

携しながらやっていきたいと思ってます。 

 今の御質問に関して言いますと、協議会の会員拡

大、先ほど高齢化ということも申し上げましたけれ

ども、なかなかすぐにというのはやはり難しいのか

もしれませんが、先ほどの若い方もそうですし、例

えば協議会への企業参加ということでお願いという

か、促していくような方法も考えられないかという

ことも、今、中では話をしているところです。 

 例えば現在、市内の企業の方からは、緑花フェア、

これ毎年行ってますけども、そういったところに企

業からも御参加をいただいたりして、御協力いただ

いてるところでありますけれども、やはり企業も最

近ですとＣＳＲの一環として花壇づくりへの参加、

参画という形で拡大いただけないかなというふうに

考えているところもあります。もちろんそれは各企

業の御事情であるとか、状況もあると思いますけれ

ども、やはりそういった企業が一団体というか、一

企業として加盟団体の増加につながっていけば、や

はり花いっぱい運動もさらに盛り上がっていくよう

なことも期待できますので、継続的な活動としてそ

ういった期待をしながら、企業の方々にも話をしな

がら。やはり企業ですとそこに働いている社員さん

というか従業員さんがいらっしゃいますので、そう

いった方々の御協力もいただければということで、

花いっぱい運動が広がる提案というか、前向きな活

動につなげていければというふうに考えているとこ

ろです。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） ありがとうございます。やは

り湖西市に一緒に活動できる、企業は企業だけのこ

とをやってればいいんではなくて、企業のこともそ

ういう活動を通しながら、やはり私たちにも理解も

深まってくるようになると思うので、やはりいろん

なところでつながっていくことはいいことだと思い

ます。 

 行政だけで頑張ってやればいいという時代はもう

終わりましたんで、いろんな人を巻き込んで、やは

り湖西市に住んでよかったというまちづくりをして

ください。以上で私の質問を終わります。ありがと

うございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、10番 竹内祐子さん

の一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に、14番 馬場 衛君の発

言を許します。14番 馬場 衛君。 

  〔14番 馬場 衛登壇〕 

○14番（馬場 衛） 14番 馬場 衛でございます。

議長の許可をいただきましたので、一般質問させて

いただきます。私は、今回、湖西市スポーツ推進計

画の進捗状況、これ一つに絞って質問をさせていた

だきます。 

 それでは主題の湖西市スポーツ推進計画の進捗状

況について質問します。 

 質問しようとする背景や経緯であります。2020年

に開催される東京オリンピック、パラリンピックを

迎え、全国的にスポーツへの関心が高まっていると

ころであります。全国の自治体では、オリンピック

種目の練習会場の候補地として手を挙げるなど、誘

致活動も活発化している状況が伺えます。 

 残念ながら、湖西市としての取り組みやスポーツ

振興のための具体策が現在見えない状況にあります。

市では湖西市教育振興基本計画に掲げた、湖西市の

教育の基本理念と具現化に向けた取り組む姿勢とし
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て、あすの湖西市をつくるひとづくりを基本理念と

位置づけています。 

 平成26年４月、湖西市スポーツ推進計画が策定さ

れ、現在、事業の推進に取り組まれているところで

あります。今回、新居体育館、湖西運動公園など市

内の体育施設の管理を湖西市体育協会に指定管理者

として委託しました。湖西市スポーツ推進事業の一

つとして認識するところではありますが、建てかえ

した新居体育館を除き、他施設においては現況の施

設整備状況下での指定管理の委託に大変不安を残す

ところであります。 

 また、市内体育施設の指定管理の委託に伴い、ス

ポーツ推進課の組織変更があると聞きますが、スポ

ーツ振興組織の弱体化が大変懸念されるところであ

ります。 

 質問の目的であります。湖西市スポーツ推進計画

の進捗状況、並びに事業実施における課題への取り

組みを確認したい思いであります。 

 それでは１番目の質問に入ります。 

 湖西市スポーツ推進計画の現在の進捗状況をお伺

いいたします。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。教

育長。登壇してお願いします。 

  〔教育長 山下宗茂登壇〕 

○教育長（山下宗茂） 議員御質問のスポーツ推進

計画について、スポーツ推進計画は市のスポーツ推

進審議会を中心に平成25年度に策定をいたしました。

この計画には、ライフステージに応じたスポーツ活

動の推進、豊かなスポーツライフを支える環境づく

り、この２つの基本施策と14項目の具体的な取り組

みがございます。 

 現在、平成26年度から平成32年度までの計画期間

７年のうち３年が経過しようとしております。この

２つの基本施策のどちらについても、現在のところ、

おおむね計画を進めることができているというふう

に感じています。 

 ただ、おくれている部分もないわけではありませ

ん。事業内容につきましては、毎年確認をしており

ますが、次年度は計画期間の中間点に当たります。

そこで、この３年間を振り返り、計画後半に向けて

見直し、改善等を行いたいというふうに現在考えて

おります。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君、よろしいですか。 

○14番（馬場 衛） 現在進行中ということで、３

年が過ぎようとしている。この次年度、中間期で後

半に向けた見直しをするというふうな御答弁をいた

だきました。 

 今回のこの推進計画の中には、このスポーツを通

じて、とにかく湖西市の、あすの湖西をつくるひと

づくりというふうな大きな基本理念もあると思いま

すんで、そこらを外さないようにしっかり取り組ん

でいただければと思っております。進捗状況につい

ては以上で終わりたいと思います。 

 次に、スポーツ推進活動におけるジュニアスポー

ツ育成事業、高齢者の健康生きがいづくり事業、コ

ーちゃんフェスティバルの課題と今後の取り組みに

ついてお伺いをいたします。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） ジュニアスポーツ育成事業

につきましては、ここ３年の応募状況が余り芳しく

はありません。ただ、少しずつ、また回復基調には

あるというふうに思いますが、ピーク時の半数以下

という状態になっておりますので、現在、教育委員

会としましても、このジュニアスポーツ育成事業に

ついて、競技種目の見直しとか、あるいは学校、こ

れ中学生が対象ですので、学校の部活動との関係、

兼ね合い等ももう一度再確認をし、できれば抜本的

な検討を行いたいなというふうに考えているところ

であります。 

 次に、高齢者の健康生きがいづくりについてです。

この事業につきましては老人クラブ連合会のスポー

ツ愛好部の方々を中心に、毎年、年間10回ぐらいで

すか、10回以上の各種競技大会を実施しており、参

加人数につきましては安定した数であるというふう

に聞いております。非常に活発に活動されておりま

すので、今後も十分にサポートをしていきたいなと

いうふうに考えております。 

 また、健康生きがいづくりという点については、

計画の重点でもあります身近なウオーキング、散歩

等に適したコースの設定、それから各地域で行われ
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ているというふうに聞いておりますラジオ体操の環

境づくりのほうも、今後努めていきたいなというふ

うに考えています。 

 次に、コーちゃんフェスティバルです。今年度11

月に行われましたコーちゃんフェスティバルについ

ては118人の参加があったという話でありますが、

ここ数年、大体150人前後の参加人数にとどまって

います。今検討中ではありますけれども、その翌週

に行われる子供会主催の子どもフェスタ、これとの

絡みがあるのかなというふうにも考えています。子

どもフェスタにつきましては、今年度760人の参加

があったという話でありますので、次年度につきま

しては、子供会さん等とちょっと検討させていただ

いて、内容等も非常に似通った状態になってきてお

りますので、共同開催等、少し趣向を変えてやって

いければいいなというふうに考えているところであ

ります。以上です。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） ３点について、今、教育長さ

んのほうから御答弁いただいたわけでございますけ

ど、それぞれいろんな課題はあると思います。それ

に向かって今取り組まれてるお話はいただきました。 

 ジュニアスポーツについては、やはり生徒数の減

もあったりなんかして、それとあと指導者のほうの、

その辺の確保については、その辺についてはいかが

ですか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） 現在８競技実施をしている

と、募集をし実施しているというふうに聞いており

ます。指導者につきましては、手を挙げてくださる

方が当然おりますので、それについての問題はない

というふうに思いますけれども、やはり種目の問題、

それから先ほども申し上げたように、やはり学校の

部活動との兼ね合い等、これからいわゆる生涯スポ

ーツのきっかけづくりということで、このジュニア

スポーツと事業を推進しておりますので、そういう

視点でもう一度取り組み内容を考えなくてはいけな

いのかなというふうな問題意識は持っております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） ありがとうございます。なか

なか中学生指導する、部活動との兼ね合いは大変だ

なというふうに感じております。我々の知人の中か

ら指導に行っておる方の話を聞くと、なかなかうま

く人数がそろわないというふうな状況も聞いており

ます。ぜひ、推進だけはしていただきたいなと思い

ます。 

 また、高齢者の生きがいづくりについても、これ

恐らくスポーツ推進委員の方が一生懸命頑張ってや

っていただいてると思いますが、参加者の拡大がこ

れからのまずは課題だよというふうなお話も聞いて

おりますんで、その辺の取り組みもしっかりとやっ

ていただければというふうに考えております。 

 その３つ目の今度コーちゃんフェスティバルです

けど、子供会の育成会の関係と１週ずれてるという

ふうな関係もありまして、大変参加者が年々少なく

なって、これは事実でありまして、私も一、二回参

加をさせてはいただいたこともあるんですが、実際

問題、その辺のところの連携というか、事前調整と

いうのはされてるんかね、これは。その辺について

はいかがですか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） 子供会は社会教育課のほう

が今所管をしております。両方とも教育委員会なも

んですから、担当部署同士でそういう検討をしたこ

とはありますけれども、なかなか実施に至らなかっ

たというような現状がありますので、この際思い切

ってと、次年度については同時開催というんですか、

共同開催ができるように進めていきたいというふう

に考えています。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） アメニティのメーンアリーナ

で118名、昨年はたしか155人、一昨年は155名だと

思ったんですけど、大変、指導者というか、指導す

るというか、やる人が目に目立って、参加する人が

少しね、大変少ないなという感じがしました。市内

にはスポーツ少年団のクラブもたくさんありますし、

大会が競合してなければ低学年なり、参加しろよと

いうふうなお話はいただいて、私たちのほうもでき

るだけ参加してくださいというふうなお願いはして
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あるんですけど、実際がそういったことでございま

すんで、ぜひそういった市内のスポーツ少年団、ま

た先ほどの育成会の方々ともしっかり調整をとって

いただいて、また協力依頼もされて、せっかくやは

りコーちゃんフェスティバルは結構市内のイベント

でいえば大きな位置づけだと思うんですね。ぜひ、

そんな中、いい結果が生まれるような形をやってい

ただいて、先ほどの話ではないですけど、生涯学習

にもつながっていけるスポーツ好きな子供たちもで

きる、いろんな種目もできるというのもいい経験に

なるところだと思いますので、ぜひ調整をした中で

実施をして、さらなる発展を願いたいと思います。

ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは３番目に入ります。 

 湖西市スポーツ推進計画におけるスポーツ推進委

員の役割と活動状況についてお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） 議員も御存じのように、こ

のスポーツ推進委員につきましては、前身は体育指

導員という名称で呼ばれておりました。平成23年に

スポーツ振興法の改正によって現在のようなスポー

ツ推進委員という名称に変わりましたけれども、ス

ポーツの普及、振興のための活動委員という内容に

ついては、現在も変わっておりません。 

 スポーツ推進計画におきましては、各種スポーツ

活動の企画運営を行い、スポーツを通して市民の健

康づくりや地域コミュニティーを形成するための活

動の充実に努めると、こんなふうに記載をしており

ます。 

 活動状況につきましては、年間を通してさまざま

な場面における実技指導、それからニュースポーツ

の普及のための講習会の開催とか、あるいは各種大

会への協力等もしていただき、私自身も実際に見て

いて、非常にスポーツ推進委員、全員が常に動くわ

けではありませんが、手のあいた方が常にいろんな

大会とかいろんなところに出てきてくださって、非

常に精力的に活動してくださっているなというふう

に感謝をしておるところです。以上です。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） 現在、25名の方が活動してい

ると聞いております。本当に、今教育長が言われた

ように、一生懸命それぞれのところで活躍しておら

れるんですけど、その方たちが見えないんですよね。

もったいなくて。それが一生懸命やっていただいて

るのに、せっかくそういった活動が見えない。それ

がもったいないなというふうな思いがしております。 

 やはりこういったニュースポーツでもやってるん

だというのは、今度も13日にあると思うんですけど、

それが本当に皆さんのところへ浸透してない。それ

については15人近く指導員の方も、推進委員の方も

来て、指導されるわけですけど。現状見てると、や

はりそういった人たちが一生懸命やってるのに浮か

ばれないんじゃないかなという気がして。もうちょ

っとそういったところで、コーちゃんフェスティバ

ルもそうなんですけど、そういったやってるよとい

うのが本当にできれば見える化してほしいなという

ふうな思いがしております。 

 何かの形でそういったＰＲができればいいかなと

思っておりますので、せっかく一生懸命やって、こ

れからの、スポーツ全体のことはまた後で言おうか

なと思ってますけど、中心になる人たちですので、

ぜひ何らかの形で見えるような形を少しやっていた

だければと思います。 

 ４番目に移ります。 

 今回、体育施設、湖西市体育協会に管理を委託い

たします。体育協会に期待するものはあるのかどう

か、この点についてお伺いをいたします。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） 今回、指定管理者というこ

とになりました湖西市体育協会につきましては、選

考の一つの評価にもありましたけれども、湖西市民

のニーズを非常によく理解されているんではないか

という点が一つ。それから、組織の中にさまざまな

スポーツに関する専門的な指導のできる専門家がそ

ろっていらっしゃる。３つ目は湖西市内の体育施設、

運動施設について熟知をされてる。こういう３点か

らして、利用者側に立ったサービス、あるいはきめ

細やかな管理、先ほど牧野議員からも非常に厳しい

指摘を受けました施設の管理ですね、そういう部分

についても細かな作業等含めて、管理をしていただ
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けるものというふうに期待をしております。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） 今回の一般質問の中で、何人

かから湖西市内の体育施設について、大変不備があ

ると。これで本当にいいのかと。これから若い世代

を育て、新しい一歩を踏み出す湖西市を売り出すた

めにも、今回指定管理を体育協会に委託するわけで

ございますけど、正直言って、大変不安があります。 

 私もグラウンド、特に新居町のほうのグラウンド

使う立場でいたしましても、本当に掌握した中であ

る程度メンテナンスかけた中で委託するなら、これ

はいいです。年間五千数百万の委託料の中で、どの

くらいの管理費、修繕費があるか、これよりちょっ

と細かいところはまた予算のほうで伺いたいなと思

いますけど、その辺のとこを考えると、トイレもあ

れでも大丈夫かというのもあるし、テニスコートも

そうだし、新居のテニスコートはそれこそいい言葉

で何か言われたですね、パッチワークですか、そん

なふうな、実際問題として、しかも張り紙がしてあ

って、気をつけて使ってくださいよと、けがのない

ようにって、けがをするような状態で貸し出しする

こと自体が本来はおかしいと思うんですね。 

 そこらもやはりしっかり精査した中で本来は、僕

は、指定管理委託すべきというふうに考えてるんで

すけど、その辺のところについて、事故のないこと

を望むわけですけど、正直言って、今こういった４

点ほど、確かに市内の人たちがほとんど関係する人

たちが体育協会の中に入って、指導的立場の人もい

るし、あと施設をしょっちゅう常に使ってる人たち

ですから、管理の方法とか。ただそれに、管理、整

備できるだけの、修繕できるだけの予算がついてれ

ばいいんですけど。高額の50万以上については市の

ほうで、担当課のほうで考慮するよというふうな話

になってるんですけど、実際問題として、とてもそ

れでは賄えないと思いますし、体育協会が今度新し

く外部から人を呼び寄せようとしたときに、あの施

設では、利用者が減ってるんですよ、今、全体の、

状況で。ただ、みなと運動公園のソフトボール場に

ついては、県の大会、あれだけのいい施設は、４面

とれて、しかも日影ができる場所がある。県大会は

かなりこっち来てます、状況としてはね。そこの部

分はふえてるんですけど、全体やればやはり減って

るんです。そんな中でＮＰＯ体育協会、もっと頑張

って人集めてねっていうふうなとこは、現実問題、

難しいと思います。その辺をしっかり理解をして運

営に当たってもらわないと。ただただ委託したらそ

れで終わり。管理はどうなるの。使ってる人から小

言しか出てきません。そういったところもしっかり

配慮していただきたいなと思います。 

 それで次のほうの５番のほうへ移らさせていただ

きます。 

 体育施設が管理委託された後のスポーツ推進課の

組織・職員体制はどのようになるのかをお伺いいた

します。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） 新年度の組織改革につきま

しては、スポーツ推進課は現在のところ文化課と統

合をし、スポーツ・文化課になるという予定であり

ます。 

 ただ、職員体制につきましては現在のところ未定

ということで御了解をいただきたいなというふうに

思います。 

 現在、指定管理をお願いしているアメニティにつ

きましても、毎月指定管理者とスポーツ推進課と定

期的に連絡会というんですか、報告会を行いながら、

さまざまな改善要望を聞きながら、どんな形で現在

管理をしていただいてるかというところも把握し、

事業を遂行してるという状況でございます。そうい

う意味では、運動施設、体育協会のほうに指定管理

をお願いするわけですが、アメニティと同じように、

今後もスポーツ担当課の職員と定期的に打ち合わせ、

報告会と行いながら、先ほど議員からお話ありまし

たように、例えば50万円以上の修理についてはそこ

で協議をして、そこを利用する方の安全等を考えて、

早急に修理しなくてはいけないところはまた市のほ

うにお願いをしていくという体制をとっております

ので、これまで以上のスポーツ活動の推進を図って

いきたいなというふうに考えているところでありま

す。 
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○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） 大変不安を感じるんですね。

先ほどのやはり牧野議員の話の中で、管理をするス

ポーツ振興課のその情熱というか、思いというか、

活力というものが、ぱっと見えてこないんですね。

本来はこの質疑通告出した時点で、テニスコート何

回か見て、１面から６面まで全部把握した中で答弁

に当たるというぐらいのやはり気合いを持っていた

だかないと、我々通告した意味がないじゃないです

か。そこらもしっかりやはり答弁者は自分の目で見

てきていただきたいという思いであります。 

 それが今後スポーツ・文化課と一緒になるという

ふうなことになるので、そうすると現場からまた離

れますよね、恐らくね。運動公園からは離れると思

いますんで、また目が遠くなる。それで体育協会へ

委託したから全部やってねといっても、恐らく体育

協会としてもそこまでなかなか私は厳しいかなとい

うふうに思いますんで、ぜひその辺のところはしっ

かりと把握をしていただきたいというふうにお願い

をしておきます。 

 最後に湖西市のスポーツの推進について、これは

ぜひ市長にもお言葉をいただきたいと思うんですが、

大変残念なのは、市長の施政方針の中に健康づくり、

まあお年寄りのそれは介護関係のはすぐに出てるん

ですけど、スポーツとか運動に関する言葉、一つも

ないですよね。私、以前にスポーツは子供から高齢

者まで楽しむことができるというふうなことで以前

に話をさせていただいて、しかも市民憲章の中に、

新居の町民憲章の中には合併の当時一度三上市長に

はお話ししたことあるんですけど、私たちは元気で

働き、スポーツに親しみ、楽しいまちをつくります

という一節があるんです。湖西市にはスポーツに関

する言葉一つもありません。だからこれ、今度のち

ょうどいい50周年ぐらいのときに、ひとつ少し入れ

ていただきたいなということを、一度三上市長には

お話ししたけど、それっきりでしたけどね。それは

しようがないんですけど。スポーツにちょっと目が

向いてなかったという部分もありましたし。ぜひ、

こういった中にも大変人生の中のスポーツをやると

いうことは、本当に健康から、お年寄りになったと

きの自分たちの余暇を楽しむ部分という、いろんな

部分ではスポーツというのは大変有効だと思います

ので、昨年も、先ほど言い忘れましたけど、夏休み

の８月のラジオ体操、その後どうかなというのもち

ょっと聞こうかと思ったんですけど、ちょっと聞き

そびれましたけど、最後にスポーツに関して、市長

のお考え、これからこうしたいなというふうなとこ

ろをお聞かせ願えればと。よろしくお願いします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） ありがとうございます。本当

に長年といいますか、新居町の時代から馬場議員に

おかれましては本当にスポーツ少年団初めスポーツ

の振興推進にお力を発揮いただきまして、本当に感

謝しておりますし、私ももちろん出身の本当に小さ

いころからスポーツは新居のみなと運動公園である

とか、ほかの運動公園もそうですけれども、スポー

ツになれ親しませていただいて、おかげさまでこん

な丈夫な体に育てていただきましたので、そういっ

た子供たちといいますか、やはり健康増進ですね、

健康づくりに関しては、済みません、施政方針に決

して別に入れたくなかったわけでも何でもなくて、

そこは気持ちとしてはしっかり持っておりますし、

何よりもやはり湖西市として、まちが盛り上がるよ

うな、例えばこの前の室内の棒高跳びの湖西大会も

そうですけれども、そういった湖西市に人が来てい

ただけるとか、ほかにも例えば毎年であれば、サッ

カーの浜名湖カップみたいな形で、いろんな地域の

強豪と言われる高校であったり、有名校と対戦がで

きる。そういった湖西市の高校生であったり、小・

中学生、いろんなすばらしい経験をしているという

ふうに思ってます。 

 さらには例えば今度、柔道の全国大会であるとか、

ボート部が、ボートの方が新居高校で全国大会出る

とか、いろんな湖西市にある高校生も頑張ってくれ

てますし、2020年には今馬場議員もピンバッチをつ

けておられますけれども、せっかくこの日本で、東

京でオリンピックが行われますので、湖西市として

も今何とかしてそういった東京オリンピックにかか

わるような方策も今前向きに検討しているところで

す。 
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 そういったやはり地域を盛り上げていく。さらに

は健康づくり、これはもう若者からお年寄りまで年

齢関係なくだというふうに思ってますので、スポー

ツの推進、振興、先ほどお話ありましたけれども、

スポーツ推進委員の方々からは私も会合にも参加さ

せていただいたり、日常的にもとにかく湖西市のス

ポーツを何とかしろと、もっと盛り上げろというよ

うな叱咤激励をいただいてますし、それ以外も毎日、

叱咤激励をいただく毎日ですけれども、そういった

スポーツの振興、推進については、自分自身がやっ

ていたことももちろんですし、市民の健康づくり、

健康増進、さらには子供たちの夢というか、やはり

甲子園であるとか、国立であるとか、秩父宮である

とか、そういった夢を、オリンピックであるとか、

夢をもっと持ってもらえるような形で推進を図って、

もちろん教育委員会であるとか現場のほうはもちろ

ん頑張ってくれてますけれども、市民憲章であるお

話もいただきましたけれども、そういった日常がや

はり盛り上がるような、そういった活気が出るよう

な活動として盛り上げていきたいというふうに思っ

ております。以上です。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） 本当にありがとうございます。

前向きなお言葉と本当に期待したいなというふうに

考えております。 

 過去の静岡国体では、湖西、卓球の会場になった。

大変このときは盛り上がった話を聞いております。

やはりお年寄りから、それこそ子供からお年寄りま

でのスポーツイベント、来年やるとかことしやると

かいう話でなしに、やはり新居町時代は5,000人が

集まる大体育大会というのがあったんですよ。運動

会です。みなと運動公園で。湖西にはすばらしいグ

ラウンドがありますんで、そこで、それこそ一度ね。

湖西の悪いところはね、何かをやるためには全部お

膳立てをしなきゃいけないというね。バスの送り迎

えから全部やってるというのが今現状にある。そん

なんやらなくてもいいんですよ。来たい人だけで一

回やってみようというので。そうすれば来る人は来

るんです、どこでも。大きな種目をたくさんやる必

要はありませんので、おもしろい誰もができるよう

なものというのを子供からお年寄りまでやれるよう

なイベントをやればいいんですよ。どのくらい集ま

るかというの、試しにやってみてもおもしろいなと。

字別でというか自治会別でという、絶対燃えてきま

すんで、種目によってね。そういうのもひとつ本当

に、市民が一つになるという、いいイベントをつく

っていただきたいなということをお願いして、私の

質問を以上で終わりとさせていただきます。ありが

とうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、14番 馬場 衛君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 以上で、本日の日程は終了い

たしました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでご

ざいました。 

午後３時25分 散会 

───────────────── 

 

 

 


